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刊行にあたって

平成13年9月の開館以来まもなく2年半になろうとしておりますが、お陰様でこ

れまで27万人を超える入館者をお迎えすることができました。

当博物館は、 「見て」「触って」楽しみながら身近に歴史と接することをコンセプ

トとして誕生しました。グラフィックパネルやジオラマ、映像や検索装置、さらに

は最新CG技術を駆使するなど従来の博物館と異なる展示内容は、子どもたちにと

ても親しみやすく地域の歴史や文化に対する関心を高める契機となっております。

さて、平成14年度につきましては、春の特別展「上杉家の至宝二」を皮切りに、

置賜ゆかりの作家による展覧会など6つの特別企画展を開催しました。特に、夏

休み期間中に開催しました「近くてなつかしい昭和展」においては、一昔前にタイ

ムスリップした展示室に子どもからお年寄りまで大勢の入館者が溢れ、開館当初に

次ぐ賑わいとなりました。

これまでご協力を賜りました関

「置賜文化ホール」と相互の特

「感動」を与え、多くの方々に

ますので、なお一層のご指導と

ここに、平成14年度の年報を発刊するにあたり、

係各位に深く感謝申し上げますとともに、併設する

色を活かし、地域の方々には「誇り」を観光客には

親しまれ愛される博物館を今後とも'三|指してまいり

ご協力をお願い申し上げます。

平成16年3月

米沢市上杉博物館

1



一
二
一

米沢市上杉博物館年報■平成14年度

目 次

平成14年度事業報告

1 展 示

(1)常設展示 3

5(2)企画展示

2教育普及 17

3調 査 32

4収集保管 －35

44管理・運営

46組 織

利用案内 48

凸

型



平成14年度事業報告

1．展示

(1)常設展示

常設展示室上杉文華館

上杉文華館では、約1ヶ月単位で「_上杉本洛中洛外図屏風（複製)」と国宝「上杉家文書」を’

展示を行った。2003年1月から3月は郷土画家シリーズとして椿貞雄の作品を展示した。また、

員が展示物を解説するコレクション1,-クを実施し、来館者に展示物の理解を深めてもらった。

」を中心に

また、学芸

会期と展示資料（いずれも当館所蔵）

■4月2日～14日 5月211ﾖ－6月16日

上杉本洛中洛外図屏風（複製）

長尾為景書状（永正16年) 2月2日 （国宝ﾛｰ杉家文書｣）

長尾為景書状（永正16年） 4月2口 （国宝|~上杉家文書｣）

畠山勝王書状（永正16年） 10月19日 （国宝「上杉家文書｣）

能登守元近書状（永正16年) 10月19日 （国宝「上杉家文書｣）

能登守元近書状（永正16年） 10月19日 （国宝「上杉家文書｣）

■6月18日～7月14日

上杉本浩中洛外図屏風（複製）

畠山尚順書状（永正17年）正月27日 （国宝「上杉家文書｣）

畠山尚順書状（永正17年） 』1月211] (国宝「上杉家文書｣）

畠山尚順書状（永正17年） 4月24日 （国宝「上杉家文書｣）

畠山氏被官手日記（永正l7年) 4月ころ（国宝｢上杉家文書｣）

■7月16日～8月18日

上杉本洛中洛外図屏風（複製）

畠I｣I尚順書状（永正17年) 6月13日 〈国宝「上杉家文書｣）

畠山義総書状（永正17年) 7月2日 （国宝「上杉家文書｣）

畠山義総書状（永正17年) 7月2日 （国宝「上杉家文書｣）

遊佐秀盛書状（永正17年) 7月2日 （国宝「上杉家文書｣）

長尾房景書状案（永正17年） 7月12R (国宝「上杉家文書｣）

■8月20日－9月16日

上杉本洛中洛外図屏風（複製）

畠山尚順書状（永正17年） 8月11日

畠山尚順書状（永正17年) 8月23日

畠山尚順書状（永正17年） 8月23R

畠山尚順書状（永正17年) 8月26H

畠山尚順書状く永正17年) 8月28日

畠山尚順書状（永正17年） 9月28日

(国宝「上杉家文書｣）

(国宝「上杉家文書｣）

(国宝「上杉家文書｣）

(国宝「上杉家文書｣）

(国宝「上杉家文書｣）

(国宝「上杉家文書｣）

■9月21日～10月14日

上杉本洛中洛外図屏風（国宝）

太刀銘． ． （号姫鶴--文字） 附黒漆合口打刀栫（重要文化財）

大威徳明王像（県指定文化財）

耕糸威二枚胴具足

橘松竹南天葵紋鏡

橘松竹葵紋蒔絵鏡箱

41

｡



橘松竹蕊紋鮮絵鈍建

前田利家書状（天正17年） 6月2511 （側室

｣･羽長重書状（天正13年） 7月81:1 （側宝

椚井忠次啓状（年末腓) 10ﾉ181 1 (|'ﾖ蛙l

伊達鮒1宗書状（年来群） 7ﾉj281 1 (IZIfi: ｢

|上杉家文‘沓:｣）

|､上杉家文書｣）

'二杉家文啓｣）

上杉家文智: |）

■10月161 1－11 1:1141 1

上杉本洛中格外図屏胤（複製）

太刀銘一（号姫鵡一文字） 附鼎漆合口打刀排（亜要文化財）

上杉聡山像（雌指定文化財）

紺糸威二枚胴具足

橘松竹葵紋藤絵香道具

前田利家書状（腿長3年） 5月2511 (国宝「上杉家文嘗｣）

豊臣秀吉書状写（天正11年） 6月28日（国宝「上杉家文書｣）

武田勝頼書状〈天正6年) 12月2311 (国宝「上杉家文割）

伊達政宗害状（天正15!年) 11月16n (国宝「上杉家文議l)

■11月7日～12月l「I

上杉本洛中洛外図屏風（裡製）

毛利広春置文案（永正17!年) 10月911 (国宝「上杉家文割）

毛利広春置文案（永正17年) 10月911 (国宝「上杉家文書｣）

毛利広春家来等述聯諦文案 （永正17,年) 10月9日 （国宝「上杉家文瞥| )

長尾為景書状〈永正17年) 12月221 1 (国宝「上杉家文書｣）

長尾為景書状（永正17年) 12月2411 (国宝「上杉家文番｣）

■12月3日-2811

上杉本洛中洛外図屏瓜（‘似製）

fi1!山義総謁:状（氷正18|年) 21113[I (国宝「上杉家文謝）

遊佐秀盛手日記（永正18年） 2月力 （陸I宝「上杉家文書｣）

長尾景礎契状永正18年2月 (l:iil宝「上杉家文謝）

長尾為景書状（永正18年) 'l )13[I (国宝「上杉家文書｣）

畠山尚順誹状(*iE18") 5月24FI (M宝「_上杉家文諜l)

■郷土画家シリーズ|榊貞雄.｜

（前期）2003年1月15日～3ﾉj2｢1

前後期とも展示

上杉本洛中洛外図屏風（似製）

童女像（毛糸の脚掛けをしたﾙﾘ子）

アンドレ（菰服) .l#貞雄

百合花 ;I#貞雄

塩鮭（切り身のある） 緋貞雄

孫二人 椿貞雄

大浦天主堂 栫貞雄

椿夏子染色タペスI､リー栫夏子

(後期） 3月4[1～3111

栫貞雄

前期のみ

卓上秋色

朱lﾘ'九歳椴

篇ﾆﾋ111

1睡蓮図

夜の|:1 1111iIWI

陵期のみ

自刻像

朝子桃制例

獅子デッサン

妙装lll

彩子五歳像

栫貞川

栫隙[MII

栫貞NI

IW.[ﾑll

Wf貞川

栫貞雌

栫貞剛

栫貞加

|#貞帥

栫貞州

(いずれも

6月22R

1ノ118｢I

■コレクショントーク

4月6日 5月25H

11月16日 12月71 1

上l1il l l l4 :00～）

7月201 1 8月10H

2月22｢1 3月15R

9月7H 10月511 1Oﾉ12611
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(2)企画展示

平成14年度は、以~ド6本の企Imi腱を行った。

■特別展｢上杉家の至室ﾆー ■
会 期：平成14年4月201] (土）～5月19日 （日）

開館日数127日（休館lJ : 4 22， 5 7， 13)

場 所: 1階企画展示室(100%使用）

展示資料：45件

入場者数: 14,860人

関連事業：講演会

4月27日（土) 14 00－16:00大会議室

「謙信景勝・兼続一戦国武将の書状を読む－」

山田邦明氏（東京大学史料編墓所教授）

参加者：約100名

印刷物：■ポスターB2判■チラシA4判

■図録「上杉家の至宝二」A4版64頁3000冊発行

P画の鱸

;l:!lfili l"I綱＃1m

開館記念特別展「上杉家の至宝」に続き、全国に散らばる米沢藩主上杉家ゆかりの作品を含め、優

れた美術工芸品を展示した。

展示構成：①武器武具②絵画・工芸③古文書書跡

展示品

1 朱雛漆紫糸紫懸威具足三宝荒神形兜付 一領仙台市博物館

2 金小札白排糸威日の丸文童具足 一領長野・佐膿仰物館

3唐草透彫烏岨子形兜 ･頭上杉神社

4 白練緯地雲龍文描絵陣羽織（重文） 一領上杉神社

5練革黒漆塗日月文簸配団扇 一柄長野・佐藤柳物館

6青貝微塵螺釧鉄砲前 ロ長野・佐藤1噸物館

7金梨地龍竹雀紋蒔護刀筒 一口米沢市上杉抑物館

8秋草文黒漆太刀排 刀身銘豊後国行平作（重文） ロ静岡・佐野美術館

9太刀銘長船長光文永十一年十月廿五R (重美） 一口米沢市上杉仰物鯨

10大太刀銘備州長船盛亟文正元年二月日 一口上杉神社

11鑓 銘城州埋忠作文禄二年一二ロ （重文） 二筋上杉神社

12上杉本洛中洛外図屏風（国宝） 六曲一双米沢市上杉|#物館

13上杉謙信椴 -幅上杉神社

14不動明王橡（泣美） 一幅上杉神付

15恵像（厨子入） 具長野・佐鯛＃物館

16金銅舎利塔（県文） 一具法音寺

17金銅五鈷鈴銘貞応三年

金銅五鈷鈴銘仁治二年

法音寺

法背寺

(県文）

(県文）

具
具一

18金銅五鈷杵（県文） 一具法背寺

19鉄線菊桐竹推紋鮮絵台火鉢 一口米沢市L杉椰物伽

20浅葱綾地竹役紋繩胴服 （亜文） 一領上杉神社

21紫白腰替竹雀丸紋綾小袖 （麓文） 一領上杉神社

『ー
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22紅茶洩葱段青海波花束雛秋草棋棚漸織 一領東京国立仰物伽

23浅葱格輪宝棋椛厚板 一領東京国立博物蹄

24白地木賊嫌蒐花樅椛縫補 －領東京国立1#物伽

25紺.地牡丹晒箪蝋蝿樅椛ﾘﾘj鮮錦長紺 一領東京国立博物伽

26妙法蓮華経巻 八巻長野・佐藤博物鯨

26 上杉謙信桝状（同宝上杉家文縄:） 米沢市上杉椰物伽
一
剛
一

己

ｑ

Ⅱ

ザ

28長尾景虎蒋状（匡I宝上杉家文幹） 米沢市上杉博物能－通

29上杉輝虎啓状(INI宝上杉家文啓: ) 一通米沢市上杉仰物館

30上杉議信齊状（国宝上杉家文乳ド） 一通米沢市上杉1#物館

31 1も杉謙信啓状（同素上杉家文啓） 一通米沢市上杉博物館

32上杉景勝書状（国宝上杉家文啓） 一通米沢市上杉博物館

33上杉景勝桝状（同室上杉家文書） 一通米沢市上杉博物館

34 上杉景勝啓状（同宝上杉家文誹） 一通米沢市上杉博物館

35上杉緊勝啓状（国憲上杉家文書） 一通米沢市上杉博物館

36直江兼続啓状（国宝上杉家文啓） 一通米沢市上杉博物館

37直江亜光祥状（圃宝上杉家文詳） 一通米沢市上杉博物鰍

38 1二杉議'信啓状 一幅米沢市上杉博物館

一幅米沢市上杉陣物館39直江兼続譜状

10 1二杉景勝糾:状 一巻米沢市上杉1#物伽

ll lz杉定11縄F状 一幅米沢市上杉博物伽

42 上杉#|M唯fI 1IIk (I"I宝上杉家文掛:) 一枚米沢市上杉|叩|刎111

43 1甚杉治潅(IWl l l) 111 一|幅米沢市上杉1叩|刎11'1

14 11島杉治広和IIM (|訓朧上杉家文糾:) 二枚米沢市上杉|叩!'脈1'1

45 」二杉斉定公柵 -I隅長I!f佐藤|唯物伽

■

…
一 －△~.~
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■企画展｢風土の画家遠藤桑珠」 ■
会 期：平成14年6月lH (土）～7月21B (日）

前期6月1日（土）～6月23日（日）

後期7月2日（火）～7月21日（日）

開館日数：38日間（休館H; 6 3， 10， 17，"， 7 1， 8， 15)

場 所: 11階企画展示室(90%使用）

展示資料：68件

入場者数：5.678人

関連事業；テープカット

6111日（土) 9 :00~

遼瀧桑珠夫妻をi: l心に、 _|二杉邦憲名誉館長ら7名。

淵待潜は29名参力||･

印刷物；■ポスターB2判■チラシA4判

■図録I風土の山家遠職桑珠j96頁1,000冊発行

匂0~

風土の画家遠藤桑珠
幽.匝迩I""23

．口池fm1,
3■ q pさ ”HP

軸ﾂﾄﾄｰｱ
eDkD1串．壷■白弓且

一坤御ず
唖らやい、魂…寺I

■F艸分制h応D……＝･男

R脚部8幹自己■ 甜血L
＄脚Ill1qIH勘l

儲P胤醗#謡A嘩唾誼、 掩臘無麗輩；

1998;年、米沢出身の日本画家逮藤桑珠（日展で活躍中）

氏から氏の代表作62点が寄贈されたことを記念して開催され

た展覧会。

日本の潤いのある北方風景と、 §l1作活動に大きな影響を与

えたメキシコの乾いた風景。両極の絵画を会得して描きつづ

けた遠藤氏の画業を前．後期に分けて紹介した。

展示柵成：前期日展50年のあゆみ

後期異国と日本の風土

展示品

前期

米沢市l 谷地小跣風峨 1950 第6回旧日展（特選）

肺兄岬肌原 1953 第9回旧日展〈特避） 米沢市上杉|聯物館2

冬木]） 1955 第11回旧日腱 米沢市上杉|叩物伽3

4 館上川" 1956 第12回旧'二I腱 米沢市上杉|]#物i1W

米沢市上杉|叩物伽5 11K照（九-|-九里） 1958 第1匝旧展

6 海（千瀧） 1960 第3回l_}m |t沢市上杉|叩物iIW

ぶどうの1I 1962 第5回ﾛ展 米沢市上杉仰物伽7

8 塔（函館） 1965 第8回日展 米沢市上杉博物IW

9 春暁（北海道斜里岳） 1966 第9回日展 米沢市上杉博物館

1968 =11回日展 米沢市上杉博物館1O コルドバの街（スペイン）

11 樹（ふくろうのいる森） 1972 (改組）第4回ロ展 米沢市上杉博物館

12 山の池（青森十二湖） 1973 （改組）第5回日展 米沢市上杉I蝋物館

13 W 米沢市上杉博物館1974 (改組）第6回11"

米沢市上杉I卑物鮪l'l 神の像 1975 (改組）第7回n展

15 白い1鮒 1976 (改組）第81mlロ鵬 米沢市上杉博物鮪

16 メヒコの女 1977 (改組）第9回日展 米沢市上杉1噸物館

1978 （改組）代10回11" 米沢市上杉博物館17 バレンケの丘

米沢市上杉博物館1979 (改組）第11回ロ展18 メリダのH

19 遺跡の火 1980 （改組）第12回Iﾖ展 米沢市上杉博物館

米沢市上杉博物館20 草原の虹 1981 (改組）第13回ロ展

7
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1982 （改組）第14回日展 米沢市上杉椰物館21 霊と地平

1983 (改組）第15回日展 米沢市上杉椰物館白き日22

米沢市上杉|#物館北帰行（白‘偽帰る） 1984 (改組）第16回日展
一
型

３２

1985 (改組）第17回日展 飛沢11i上杉1IM物館月翔

1t沢市上杉|#物舶25 ililllX(流木） 1986 (改組）第18回日展

1987 (改組)"19回日展 米沢市上杉llj物伽26 望郷

[988 （改組）第20回H展 米沢11T I1杉|IM物航27 f'↑あかり

28 冬刈111 1989 (:改組）第21E|日展 米沢11T上杉111物伽

1990 (改組)"22回ﾛ展 米沢TIT上杉ll#:物館29 小"肌景

30 洩邪 (改組）第23回[1展 米沢1li上杉博物伽1991

31 菜のｲとili 1992 (改組.)第24回日展 米沢市.上杉仰物節

32 職王火口 1993 (改組）第25回ﾛ展 米沢市上杉1#物館

米沢市上杉博物館33 山樹 1994 (改組）第26回日展

34 さいはて 1995 （改組）第27回日展 米沢市上杉抑物館

湿原（釧路） 1996 (改紐）第28回日展 米沢市上杉博物館
｜
郡

５３

刈田（能登千牧田） 1997 (改組）第29回日展 米沢市上杉博物館

37 桧 194S 再興第33回院展 米沢市上杉抑物館

後期

38 ニセコ風最 米沢市上杉伸物館1966 北海道風景（個展）

39 教会（トラピスI､） 1966 北海道風景（個展） 米沢市上杉I似物鮒

1O 森の家（赤い屋根） 1966 北海道風景（個展） 米沢市上杉抑物伽

11 ハリス|､ス 1966 北海道風景（個展） 米沢市上杉1Mj!|"ri

12 支"i,Il 1966 北海道風景（個展） 米沢市_上杉1#!|"i'i

43 知床 】966 北泌道風景（個展） 米沢市上杉1#!|"W

lｲI テイスナレン湖（ス栄一デン） 1968 ヨーロッパ展（個展） 飛沢市上杉叫!|"ili

15 "l爪聯雨 1968 ヨーロッパ展〈個展） 米沢市上杉11ﾘ物伽

16 1，－ルク肌最（フィンランド） 1968 ヨーロッパ展（個展） 米沢市上杉椰物館

47 チロル風景（オースl､ラリア） 1968 ヨーロッパ展（個展） 米沢市上杉･仰物館

18 ギゼーの丘（エジプト） 米沢市上杉|#物館1968 ヨーロッパ展（個展）

49 アッシヂの丘 1968 ヨーロッパ展（個展） 米沢市上杉博物館

避跡への道釦
一
例

1980 メキシコ風物展（個展） 米沢市_上杉椰物館

踊り孑 1980 メキシコ風物展（個展） 米沢市上杉伸物館

52 ウイピルを端た女性 1980 メキシコ風物展（個展） 米沢市上杉博物館

53 斑をのせる女 1980 メキシコ風物展（個展） 米沢市上杉博物館

54 ハリスコの浜（浜微風） 1980 メキシコ風物展（個展） 米沢市上杉博物館

55 こし蹄待聯（雪の野．禰原） 1987 雪の国展（個展） 米沢市上杉抑物館

蝋郷の山（斜平山）師
一
研

1987 雪の剛展（個展） 米沢市_上杉|#物館

冬泳I朧（五能線） 1987 雪の国展（個展） 米沢TI丁上杉仰物館

58 飛騨展背（高111) 1987 雪の国展（個展） 米沢市上杉博物館

59 宙ン子 1987 雪の国展（個展） 米沢市上杉1#物館

60 海鴫 1987 雪の国展（個展） 米沢市｣二杉1聯物館

61 朝の雷 1987 雷の国展（個展） 米沢市上杉博物館

62 群堤（舟.） 1987 雪の国展（個展） 米沢市上杉抑物館

洲63
－

64

I11と河展（個展） 米沢市上杉1叩物館197］

殿上川雨後 1971 山と河展（個展） 米沢市上杉抑物肺

前期後期スケッチ

65 グラケツアーの少女 Ⅲ1人

66 1H1'’ 1MI人

67 ワラッチを随〈老Ej 冊|人

68 タスコの伽 IM1人
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■企画展｢近くてなつかしい昭和展」 ■
会 期：平成14年7月30ロ（火）～9月8H (日）

開館日数：36日間（休館l l ; 8 5, 12, 19, 26, 9., 2)

場 所: 1階企画展示室(90%仙川）

展示資料;311件

入場者数：25,600人

関連事業：ギャラリートーク

8月3日（日) 13;30～企画展示室

「昭和のおもかげ－米沢の銭湯一」

町田忍氏（庶民文化研究家）

参加者40名

印刷物：■ポスターB2判■チラシA4判

▼”『グ

商陛成長時代を迎え、様々な肌怖やライフスタイルが生まれて

いった「昭和」の様々な情最を、展示品と淡出を通じて体験的に

振り返るととともに､現在では薄れつつある“何か”を探す展覧会。

「昭和」に少年時代を過ごした大人には、懐かしさと思い出を、

今を生きる若者や子どもたちには新鮮な驚きと興味を与え、 リ

ピーターも多く、盛況であった。

展示柵成；①昭和の町並み再現（商店、映画館、茶の間、銭湯

②なつかしの教室（熊谷元一写真展示含む) "i

銭湯

EI
Dl

瓠
型
Ｉ
Ｃ
一

ｂ
ｒ
ｌ
ｈ
陥
・

’
'1

など）

③昭卯'1の| I川品

展示品

l 肖賑血 25市立病院（写典）

2冷蔵肺 26米沢駅（写典）

3洗刷機 27バス（写典）

I テレビ 28紙芝居

5炊飯器 29時計

30炊飯器6ポット

7 1;(湫台大 31卓雛台小

8勉強机 32卓樅台デコラIIIIi l)

9 ホウロウ看板 33蝿（ほうろう〉大

10M風機 34 カレーml. (バラ）

1l カキ氷機 35盛（ほうろう）小

36電気ジューサー12M(ブリキ）

13茶輔 37木製丸椅子

lJl liN和27年市役所消防署（写真） 38ステレオ

15市立米沢図書館（写真） 39人形（布製）

16ごみ収築（写真） 40人形（布狸）

17 31年の大洪水（写真） 41人形（セルロイド）

18米沢児亜センター（写真） 42筆箱（セルロイド）淵

19かくだい（写真） 13筆箱（セルロイド）赤

20市立病院（写真） 44下敷き（セルロイド）

21 新潟地震（写真） 45ピストル（おもちゃ）

22雪捌（写真） 46幼児の生活折導ひかl)の<にうつくしいいろ

23上杉博物館（写真） 47幼児の生活推導ひか1)の<につちのはなし

2J1 羽趣水害（写真） 48観察絵本キングープツク第8集第6鵠

9



105澱辺ジュースの素オレンヂ19保育絵本よいこの<に特巣つくりましょう

50保育絵本よいこの<に ！'*集わたしはな－に 106波辺ジュースの素オレンヂ

107 11[芝ラジオ 8TM-29451絵日記

52級ｿj帳而 108ソニーラジオTR-620

109 1J梵しH補I53捕快利‘学探旧拠りm l!互人16､M

l1O ll靴ましI1"54珠猟11ﾘ（

lll l lil乖印蚊帳55 ノーI､ブック

56 さんすう 112 カレーⅢl. (ダリヤ）

57遡刊朝日昭和31年12)19日･号 ll3ご飯茶碗（円）

58遡刊新潮昭和38年10月28日号 114 ご飯茶碗（無地）

59女性自身昭和35年7月6「1号 115 グラス

60サンデー毎日昭和31年9月16H号 116 コーヒーカップ（葉）

61サンデー毎日 IIH和33年1月12日号 117受け1111 (*)

62サンデー毎日昭和32年31131日号 118 コーヒーカッブ| (白）

63 NHK TV今日の料理5～6 MAY 119愛け1m（白）

62I 小がくせいのりかこれん下 120テイースプーン

65めばえ 8 121 コーヒーカップ（ダークレッド）

66たのしい－年生4 122 クリープ
■－

67ゆでたまご器 123マックスウェルインスタントコーヒー

68ピストル（おもちゃ） 124 ネスカフェインスタントコーヒー

69ビー玉 125明治インスタントコーヒー

70竹とんぼ 126越中富山本舗株式会社廠禺蛍柵き蕊箱

71 1959版オールスタアアドレスブック 127釧揃蜷腸はら薬

72 7ir話かるた 128散肖l1 アサヒケロリン

73 1()0大歌手オールヒットソング巣 129小児叫ljLIMWll,ﾙ薬青くすり

7'1 ハウスハヤシライスビタミルク入り 130獅級セキl､マル

75 1!llMﾘハウスカレービタミルク入I) 131散卉llせきどめ

76ハウス純カレー 132 キクノース

77ベルカレー即蛎ブレーク 133小児赤ぐす-I)

78シーピーシーインドカレービタミン入I) 134 アサヒ高級トンプク

79明治キンケイ ミルクカレー 135 タマゴシャンプー

SO メタル印ビタミン入り叩1冊インドカレー l36おまけ紙風船（四角）亜纈災よい子の友

81雌カレー 137おまけ紙風船（四角）童織り＆

82ムアー即腋カレー 138おまけ紙風船（四角）蔽諦染

83 111界の鯛味料味の斗 139おまけこま（プラステイッツク）枇色

84味の素 140おまけこま（プラスティッツク）ピンク

85旭味 141 おまけこま（木製）

86幹製ハウスカレー 142赤チンキ

87味の素 143森永ドライミルク

8S S&B時製コショー ﾙ挫 卜リス楊枝入れ

89カルシウム入り食卓塩 145 トリスグラス

9(） オリエントカレースプーン 146 グラス

91 1;ﾘl治ゼリービーンズ 147 ジュースビン（透明）

92佐久間製菓ドロップス 148束洋乳業ピン（グリーン）

93森永ド1コップス 149三ツ矢シャンペン･ﾘ･イダービン余111

94 1ﾘ1治ドロップス 150ラムネピン

95 IUI治バターキャラメル 151三ツ烏サイダー・リンゴ牛乳・アイスクリームグラス

96 1ﾘl治コーヒーキャラメル 152ひまわIフガラス器青

97 1ﾘ}治クリームキャラメル 153ひまわりガラス器ピンク

98 ミルキー 1割ひまわりガラス器緑

99ビスコ
ー

100アーモンドグリコ

155氷器緑

156氷器緑

101鉄人28号グリコ [57氷器セピア

102 カネボウブーセンジュースハリスガム 158グラス（すじ）

103マーブルチョコレーI， 159グラス〈エッチング）

104波辺ジュースの紫オレンヂ犬 16() オリエンタルカレースプーン
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16】 キリンスプーン 217アルマイト弁当箱（梢円）

162 ランドセル（茶)WIM 218アルマイト弁当箱（四角）

163 ライオン紳卿群(ifi) 219ブリキバケツ（肋物）

16'1 ライオン純歯噛（チューブ） 220ブリキバケツ（機閥巾）

165資生堂パール伽幽クロロフィリン入（箱） 221 ブリキ金期

l66資生堂パール歯｣凹クロロブイリン入（チューブ) 222ブリキ金魚じょうろ

167 クロロフィルライオン糾11MiW(チューブ入り箱） 223海水パンツ（魚柄）

168澗製ライオン歯磨新抗群素卉11入 鯵l海水パンツ（紺色）

169歯磨スモカ 225サンダル（犬）

170グリーンサンスター 226サンダル（きI)ん）

227サンダル（蝶つき）171 ニューホワイl､ソフトサンスター

172 クロロフィル澗製ライオン歯磨 228野球帽子

173半練サンスター 229野球lll冒子〈めがね付）

1711 クロロフィルライオン州晒 230グローブ

231 木製バット175サンスターハブラシ（グリーン）

176サンスターハブラシ（ブルー） 232野球ボール

177ハブラシ（ピンク）子供用 233カメラ

17s花王石鹸（固形） 2別カメラ

179ご飯茶碗（機関車）子供用 235 EPレコード美空ひばり「ふI)向かないで」

236 EPレコード橋幸夫･吉永小百合「そこは青い空だった」180ご飯茶碗（福ちゃん？）子供剛

237 EPレコード西郷卸彦「君だけを」181 グラス

238 EPレコードペギー葉lll l 【Iについて行こう」182 トリスプレンドウイスキー（ピン）

239 EPレコード 『ｲﾚｯヅｽﾄﾝバｰｽ｢ﾜｼﾝﾄﾝ広珊の夜はふけて」183 オーシヤンウイスキー（ピン）

24() EPレコード レイチヤールズ「What 'dlsay」l84 ストライク ・ﾘ･ツポロビ・一ル（ピン）

[85キリン黒ビール（ピン） 241 テクニカラーLPレコードさよならアニー

242ソノシート こまと'り姉妹|雛作4I&186 111LI子〈女子）

243ソノシート石原裕次郎「錆びたナイフ」「風速40米」l87 IIFI子（野球|咽）

188ブリキ潜水艦 244 ピー1、ルズレゴード袋

245赤水圭一郎「霧笛が俺を呼んでいる」EPレコード袋189ブリキトラック

246 EPレコード守屋浩「ピンと出した」190ブリキスバル

19】 ブリキ ｜､ヨタパブリカ 247 レコードボックス

192 リII!導引! 248買い物龍

249家庭用殺虫剤キンチヨール193 メンコ（鉄腕ア1､ム）

194 メンコ（鉄人28号) ("ni ボーイング707) 250 タイガースプレー

195 メンコ（鉄人28号) (褒面：中将） 251 ゴールデンタイガー

252狩製キンケイ即席カレー（缶）196 メンコ（鉄人28号) (褒而：狐）

253即席ハウスカレー（缶）197 メンコ（ナショナルキッド）

198 日光写真（伊樹の影丸） 254 ソーブレスソープワンダフル

199 日東紅茶ティーバ･ングセイロン産（缶） 255アルマイト鍋（大）

2“味の素（缶） 256アルマイト鍋（中）

201永谷園の磯のふきよせふl)かけ海苔（缶） 257アルマイト鍋（小）

202是はうまい（ふりかけ） （缶） 258蛍光灯スタンド

203キューピーマヨネーズ（ピン）大 259ラジオ

201 キューピーマヨネーズ（ピン）小 260 2迎トースター

205醗酵乳生甜ヤクル}、 （ピン） 261 ミキサー

262掃除磯206ハモニカ ミヤタパンド少年川（箱付）

263炊飯器207セルロイド筆箱

208スポーツ足袋七文 2“洗協板

209アルミ弁当箱（バラ） 265洗糊板

210バンド式弁付母乳型サワタニの乳首（箱付） 266ホウロウ看板丸善アテナインキ

267ホウロウ看板ムヒ211 シッカロール（缶）

268ホウロウ看板カメヤマロウソク2】2粉ミルク用スプーン（|ﾘl治）

269ホウロウ霜板ライオンかと|うせんこう213ソフI､カードIⅢ治コナミルクF(缶）

2ﾙl 繊永ドライミルク B (ベータ）

215水筒（ポリエチレン）チェック

216アルマイI,水筒
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■■企画展｢いにしえのﾛﾏﾝｰ米沢考古学のあゆみ-」
会 期：平成14年9月21 1 1 (土）～11月4日（月・祝）

開館日数：39日111 (休館|]9 '23， 30, 10 7, 15, 21, 28)

場 所： 1階企、展示室（75％使用）

展示資料122件

入場者数：8,882人

関連事業？識演会

10月13日（日) 14 00－16:00大会議室

「米沢の細文文化とその周辺」

藤沼邦彦氏（弘前大学人文学部教授）

参加者約50名

印刷物：■ポスターB2版■チラシA4版
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■図録「いにしえのロマン一米沢考古学のあゆみ－」A4版144頁2000冊発行

全|I1的にも注ロを浴びる米沢市の遺跡発掘の成果を紹介した展覧会。繩文時代の石器工房「一ノ坂

過跡｣、 ｜司じく大災落跡「台ノ上遺跡｣、古代の豪族屋敷「古志田東遺跡」などを展示の柱とし、純文

土器の変遷や繩文の糀神世界、弥生時代古墳時代の出土遺物を紹介した。また、繩文時代の交流を

示す青森県三内丸山遡跡出土の土器や青森県泉山遺跡出土の亀ヶ岡式土器、新潟県道尻手遺跡同堂

平遺跡出土の火焔土器なども展示した。

展示樵成：①米沢の純文文化②米沢の弥生文化③米沢の古墳④米沢の古代

展示品（所職を記ilkしていないものは米沢市教育委貝会蔵）

遺跡名 点数 時代No 出士IW No 出剴ｰ品 点数 時代

大清水遺跡 l :ｲ1.'将尖頭器 l 縄文§ll"Vi 6 石箆状石器 5繩文早川

柿ノノk遺跡 rf舌尖頭器 l 縄文創車期 3 尖底十器 l 糾1文早期2

石箆状石器 5撹文早期
戸
ｊ
■

大樽遺跡 4 尖底土器 l 縄文早期 69 注ロ土器 2繩文後期

70深鉢形土器 3縄文後期 71 蓋形土器 3繩文後期

清水北C遺跡 5 尖底土器 l 純文早期

二夕俣A遺跡 8 石箆状石器 1O縄文早期

八帷原B遺跡 9 深鉢形土器 l 縄文前期

lOa石鹸及び未完成品30純文前期一ノ坂遺跡 10b石鐡の製作工程 10繩文前期

113石匙及び未完成品30縄文前期 12a石話及び未完成品20繩文前期

13a両尖と首及び未完成品20繩文前期 14 石錐 20繩文前期

15炭化クルミ ー式縄文前期 一式繩文前期16 剥片

18 臼玉 1O縄文前川 19 深鉢形土器 5繩文前期

入旧沢脇之沢 17 面鴨脈｢i 式

八i'侭原A遺跡 2() 深鉢形士冊 5 ボ'1文前川

八幡原AB辿跡21 %iMWiML lO il1文1WⅢ

塒之原過跡 22 刻細|llI石製品 3細文前川 66将殊波状口緑鉢形土器 l 繩文中lIl

67 注l 1土器 l 繩文II｡Ⅲ l 繩文中期68 石刀

台ノヒ遺跡 23 大型深鉢形土器 4縄文中期 2‘1 浅鉢形土器 4細文中期

25 大型鉢形土器 l純文中期 26深鉢形土器（円間上膨式) 1 繩文中期

2Sa深鉢形土器(馬高式) l 縄文中期安んぎり会

28b深鉢形土器(新保式) l 縄文中則まんぎり会
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28c深鉢形土器(新崎式)l繩文中期まんぎり会

S縄文中期 31 深鉢形土器(埋設) 5糾文中川30 深鉢形土器

5繩文中期32 小形深鉢形土器 6縄文中期 33 鉢形土器

35 湊塗-f¥ 2細文中期34 小形土器 8縄文中期

15縄文中期 37 磨製三脚石器 7繩文中期36 三脚石器

l繩文中期38 石冠 l縄文中期 39 石刀

l 純文中期10 石椛 2縄文'#1期 41 石環

42石製ペンダン1、 3縄文中期 43 土製滑車状耳飾 8純文中期

3繩文にI』期l'1 土偶一括 120繩文中期 45 泣く土催

l7 怒る土偶 2細文iI1期46 笑う土偶 3縄文中期

l M|!|文中期18 大型板状土偶 1 純文IP期 49 岩偶

51 三角形土製品 31 ;l1文中川50 三脚土製品 3純文中期

52 円樅状土製品 10繩文中期 53 スプーン状士製品 1 ;l1W:1 111Ul

8 ＃''1文'IJ川5'1 ミニチュア土器 5 #ll文中期 55 溶岩製石ⅢI

2細文ｴ|ｺ期 57磨製石斧 20 ;ll1文'l'1Ul56 群岩製石鈍

20 jMll文llﾘﾘ」58小形腓製石斧 6 ;ll文中期 59 石鋤

8糾1文' |:'1UI60 府蝿状禰器 10細文中期 61 打製石斧

12洲文' l.川62 Yf匙 20繩文中期 63 F#li

三内丸山世跡 27 深鉢形土器（円怖上層式） 3縄文中期青森県教育庁文化財保護課三内九l｣｣遺|"対餓主

堂平遺跡 29a火焔型土器腹鯉 l 縄文中期津南町教育委員会

道尻手遺跡 l 縄文中期津南町教育委員会291]火焔型土器

l 繩文I|ﾘⅢiE沢A遺跡 64 深鉢形土器 2縄文中期 65斐形土器

73 腕輪形土製品 1O縄文後期まんぎり会竹井境A遺跡 72 小形壷形土器 5縄文後期

7X1 臨Ⅱ土偶 75鉢形土器 2繩文後期l 縄文後期

77 スタンプ型士製品 l 繩文後期左沢遺跡 76波状I昌I縁鉢形土器2縄文後期

上谷地B遺跡 7S 丸木弓 l 縄文晩期

80壺形土器 2繩文晩期清水北C最跡 79鉢形土器 l 縄文晩期

82 燕付長頚壷形土器 l 弥生中期まんぎり会83長頚壷形土器 3弥生沖0期まんぎり会

別大型長瀬壷形土器2弥生中期まんぎり会85籾痕土器 l 弥生中期まんぎり会

】3弥生中期まんぎり会86 管玉

81 砲ヶ|冊式土器 10縄文晩期青森県埋蔵文化財調査センター泉山遺跡

3古j加伽Ⅱ横山古埴 88土師器高坏ナll. 1 古墳前期 89 士師器器台

91 鉄鋤 l 古戦前jUj成島古墳 9〔） 角肛製鉄剣 l 古墳前期

7古噛前期92 鮒 l 古墳前期 93 管王

一式古墳中期戸塚山137号埴 94 人 '11

96土師器壺形三上器 5古噛陵期上新田A避跡 95 土師器i荊坏 5古墳後期

5古jl1i後川97土師勝小形土器 5古墳後期 98土師器｣洲

3古噛終末M199 〃”器兼坏 4 古墳終末期 100 土師器坏長手古墳

牛森古墹 6古墹終末期101 "lif金典

103 須恵器坏 5 奈良ll#代大神窯跡 102 蹴恵器大粥 l 奈良時代

lO奈良|聯代105 須恵器盤104 敏恵器陵腕 10奈良時代

l 奈良llf代107 漆紙文諜大洲B遺跡 106"f｢状土製,WI 2 奈良時代

l()8 漆紙文書.複製 l 奈良時代まんぎり会

2奈良時代笹原遺跡 109 木簡 l 奈良時代 110 円而硯

5平安時代古志田東泄跡 87 石包］ l 弥生中期 111 木簡

1 平安時代20平安時代 113 物指112 4Mf!}:ﾆﾋ緋

2平安時代1l41 樵装飾鐙 1 平安時代 115 鍬

117 ひょうたん付杓 l 平安時代116 鉄斧装着具 l平安時代

l 平安時代l 平安時代 119 独楽118 IIII物

S平安時代121 挽物120 丸木弓 3平安時代

122 性根 l 平安時代
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四企画展｢わたし貫身の肖縁鈴木実展」 国
共 催：山形美術館

会 期：平成14年11月23日（土）～12月23日（月）

開館日数：27日間（休館日: 11/25, 12 2, 9, 16)

場 所f l階企画展示室(90%使用）

展示資料: 16件

入場者数: 1,934人

関連事業？識液会

11月231] (ja) 15;30～16;30大会議室

佐鵬繁氏（米沢市立第三中学校美術教諭）が中心となり、鈴木厚氏（実氏子息・彫刻家)、

笠原縦明氏（実氏弟子彫刻家)、我妻寿彦氏（山形美術館学芸員）とともにスライドを披

礁しながら、対談形式で行われた。

印刷物：■ポスターB2版■チラシA4版

■図録『わたし自身の肖像鈴木実木彫展』A4版138頁

1‘500冊発行(1,000冊買取/500冊は山形美術館）

山形県高畠町出身の彫刻家鈴木実の本格的な回顧展として山形美術館と共同で開催。

1950年代の初期具象彫刻から､ 60年代の抽象彫刻、 「社会派」とよばれた70年代、 「私」という一個

の人間を追及する作品、近年の「家族」「男と女」をテーマにした作品では人間という存在と宇宙とい

う全存在とを表現していく過程を見て取ることができた。

展示構成：鈴木実半世紀のあゆみ

展示品

l 少女の首 1954 第9回院展小品展 鈴木実 日膏

2首A 1955 再興第40回院展 鈴木健太郎 臼膏

3 泌の肖偲 1958 再興第43回院展

鈴木実・芳子の世界

いわき市立美術館

百褐

4 人 1959 再興第“回院展

奨励賞（白寿賞）

鈴木実 水

5湛具 1966 第7回近代日本美術展 山形美術伽

(作家寄託）

木

6或為jWj、そしてバラの影、 1969 第431回国展

そして交信

鈴木実 ラワン

顔を替える人 1971 ¥45回国展（他4展） 鈴木実７
－ ラワン楠

8姿と私の肖像 1978 第7回平櫛田中賞受賞 私（鈴木実） ラワン

記念・鈴木実彫刻展 妻（商畠町文化会館）

9恩自身の肖像 1979 日本の木刻七人展ほか 鈴木実 ラワン

10葵の肖像 1979 鈴木実彫刻展ほか いわき市立美術館 ラワン

1l 家族の肖像II 19別 第57･58回国展ほか 相生森美術館 アラスカ桧

12存在の仕方-Mの肖像 1986 第60回記念国展 鈴木実 米松

13妻の肖像 1993 第17回国展彫刻部秋季展ほかいわき市立美術館

米松・銅板・オイルステイン・アクリル

14鮮明の淵からのメッセージ 2002 第76回国展 鈴木実 米松・銅板

14
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■企画展峨国を生き抜いた上杉氏-国宝｢上杉家文書｣の世界一」 ■
崎
蕊
蕊
謹
憤

会 期：平成15年1月18日（土）～3月16日（日）

前期； 1月18日（土）～2月11日（火）

俊期；2月18H (火）～3月16日（日）

開館日数:45H(休館日: 1 20，27， 2 3， 10， 24， 3

場 所： 1階企画展示室(60%使用）

展示資料: 112件（前期56件後期56件）

入場者数：3.928人

関連事業：ギャラリー・ トーク

2月1日（土） 3月15日（土）ともに14;00~

山田邦明氏（東京大学史料編纂所教授）

印刷物：■ポスターB2版■チラシA4版

3， 1()）

禮團勾挫服調m上彫閲獅圃
而一一一口面一一一一

■起工蚕●"勺0“ﾛﾛ■幸噂2画閏一里当幽･も~

当館所蔵の国宝「上杉家文書」から戦国期の上杉氏の動向を前・後期二期に分けて、紹介した展覧

会。長尾為景上杉謙信・景勝にわたる越後から米沢までのあゆみを、上杉氏の動向、天下統一との

関わりを時間軸に沿って紹介。また戦国期の特徴を表すものとして、情報に関わる問題、上杉氏と戦

国大名との同盟の問題などを紹介した。

展示榊成：①為景・謙信・景勝②同盟と裏切り③戦国の情報④天下統一の中で⑤戦国の遺品

展示品（所職を記載していないものは当館蔵）

前期 25跡部勝忠・長坂光堅連署状（天正7年） 4月26日

l 毛利広琴書状（永正17年）3月611 26武田勝頼瞥状（天正9年） 3月12日

2中条藤資起論文（大永6年） 9月5日 27億川家服起附文（元亀元年） 10月8日

3大館術卿番状（享禄元年力) 12"12R 2s武田勝噸M:状（天正7年) 11月18日

1 足利義峨一字書出（享禄元年力) 12月12B 29億川家脹需状（年未詳）2月6日

5大館常興書状（享禄3年) 12月2｢1 3O武田勝輔排状（天正7年） 9月17日

6長尾高策餓状（天文5年）8月3日 3l武田勝頼許状（天正9年） 5月17日

7上杉識個祥状（弘治元年） 8月4日 32武田勝頼群状（天正9年) 11月22R

8足利瀧111lllIIｿ1番（天文21年) 5)125n 33長尾景賊排状（年未詳）12月16B

9足》 |雛Iili伽内書（天文21年) 51125[ 34長尾猟景棚:状（年未詳) 12月1613

10小島l紬鋲書状（永禄12年) &l l126I 35長野方紫*II:状（年未詳) 11月17日

36億雲軒性福条播写（年未詳) 12月2日ll土佐林氏慶書状（永禄12年）閏5〃5日

12上杉家耶役鰻天正3年2月16KI 37朝倉景巡山崎吉家連署状（永禄8年〉6月16日

3s朝倉景巡書状（永禄S年）6月16日13上杉謙信肖像画

14l 大覚寺11ﾘ跡義俊書状（天文19年) 2月28日 39識田信畏智:状（永禄7年) 11月7日

15上杉景勝普状〈天正7年) 6Il l9n 10織田信焚書:状（元亀2年力） 3月20日

16跡部勝資・長坂光堅連署状（天正9年) 8月12日 41足利義昭伽内謝（芙正5年) 3月27日

42田中尚賢他二名連署状（天正9年）5月6日17上杉景勝帯状（年月日未詳）

18豊臣秀吉直書（天正14年) 9月6日 ‘13豊臣秀吉il'!:W: (天正14|年) 8月3日

14豊臣秀吉朱印状（天正18年) 5月131319避臣秀吉直書（天正14年) 11"d1 11

20石山三成埆田長盛連署副状（天JE15年) 11月22日 ’'15豊臣秀吉朱印状（天正18年) 8月Ⅷロ

21上杉擬勝肖像画 46豊臣秀吉朱印状（文禄2年） 9月28Ⅱ

47徳川家康瞥状（永禄12年) 2月18822上杉謙信脊状（天正3年）正月11R

23徳川家砿書状写（元亀元年) 10II8R 4S徳川家康勘状（文禄3年) 4月2日

2'1権現堂叶坊光播書状（元亀元年） 10月8日 49億川家廉薔状（慶長4年） 9月14日
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50徳川家箙黒印状（年末群） 5月11日 25上杉謙信条窯（元地元年） 3月5E

51本多正信書状（年未詳） 5月29日 26北条氏康書状（元亀元年）5月12日

52直江兼続書状（慶長,18年) 10月24日 27北条氏巖・氏政起論文（元亀元年） 2月18日

28北条氏康書状（永禄12年) 6月10日53凧刷伝上杉憲信所用（上杉神社蔵）

54砿伽「鬼| 〔複製〕 （上杉ﾈlll社蔵） 29北条氏政書状（永禄12年) 11月29日

30北条家進物折紙（氷."12fl4) 11月ll毎日55軍伽「紺地日の丸」 （上杉神社蔵）

56軍団伝上杉謙信所川 31北条氏政書状（永禄12年) 12月29n

32北条氏照書状（永禄12年) 6月9日後期

l 上杉定実宛行状永正‘1年12月晦日 33北条氏網書状（大永5年） 3月10日

34北条氏綱黒印状（大永5年） 5月18H2上杉定実書状（永正9年）正月27E

3上杉定実害状（永正10年) 10月8日 35上杉朝典書状（大永5年）3月23日

4長尾為景書状（永正10年) 10月23E 36細川高国書状（年末群） 9月5日

5長尾為景書状（永正10年) 10月28日 37足利義輝御内書（永禄2年力） 6月26日

6長尾為景感状（永正11|年）正月26日 38広泰寺昌派書状（永禄12年）閏5月16日

7足利義輝御内害（永禄2年） 6月26日 39遮山康光書状（永織12年） 6月27日

8足*|｣猫輝御内書（永撤2年） 6月26日 IO"lm信長書状（永撤7年) 11月7日

9上杉謙信書状（永禄3年） 12月24口 !l"IJ1信長書状（元亀2年力) 9月25R

10足利錐輝御内書（永徹4年) 6月2日 42足利義昭御内書（天正4年） 8月13日

ll 上杉嚴信書状（永禄7年力) 3月18日 I3旙原国信書状（天正10年) 6月19日

12雌竹義重書状（永禄11年) 12月27B 44豊臣秀吉判物天正16年6月15日

13 」1杉雛信像（米沢7IT術宏寺所蔵） 45幾億秀吉朱印状（天正18年) 6月23日

14大党寺l''1跡義俊書状（天文19年) 2月281~1 46咄臣秀吉朱印状（天正18年) 9月18日

l5上杉景勝書状（天正6年) 3月24R 47MI五秀次朱印状（文禄2年）閏9月27日

16上杉景勝書状（天正6年) 4月3日 18徳川家康書状（元亀2年) 3月5日

17佐々長秋書状（天正6年） 4月晦日 49徳川家康書状（慶長‘1年） 10月22日

1s武、勝頼書状（天正6年） 7月23日 5O徳川秀忠書状（塵催5年） 3月21E|

19 1itl[|勝頼書状（天正6fli) 8月201= 51徳川家康黒印状（年未詳) 12月晦日

20上杉景勝書状（天正6年） 9月28日 52 i虹江兼続起請文案（年未詳) 10月12日

21 上杉景勝像 53雑府老''1連署状（慶畏19年) 10月23日

22上杉謙信書伏（天正3年）正月11R 54耶団白置塗皮製伝上杉毒信所用(上杉神社蔵）

23北条氏厳・氏政連署条晋:写（永禄l2年4月27EI") 55耶旗「龍」〔複製) (上杉ｷIII社蔵）

24北条氏康書状（永禄12年）卯月27[1 56 3lX采伝上杉謙信所川（上杉神社蔵）

～一一‐
一
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2．教育普及事業

目的

地域の住民（こどもたちも含めた）が地域の自然や文化を正しく理解し、それを継承していくた

めの契機となっていく。

歴史や美術をとおして、こどもたちが広い視野で将来を見据えられるような展示や体験学習の提

供と出版物の制作を行う。

これらの活動を積み重ねていくことによ'）、館の社会的認知度を高めていき、その結果として、

住民が博物館（地域のシンボル）をつくっていく一員であるという認識を持つことができ、共に成

長していく。

ワークショップ

11でみるだけではなく、手の感触、音、においなどの感覚を伴った体験は、こどもたちに新鮮な

驚きと感動を与え、それがこどもたちの興味や|孔I心を高めていく。

これらの体験は文字による学習の何倍もの情報量があり、臨場感を伴うため、自分のイメージを

大きくふくらませる楽しみがあり、このイメージづく17の楽しさが自ら学ぼうとする意欲を呼び起

こし、それが学習や、 日浦生活のステップとなっていく。

その手助けをする環境やプログラムなどを提供し、こどもたちが広い視野で将来を見据えられる

ようなきっかけづく|）を行っていく。

(1)ワークショップ

篭諜制ﾜｰｸｼｮｯプ
■やってみよう。感じてみよう「洛中洛外図を描こう」
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昨年度から継続して|淵催している人気のプログラム。

国宝上杉本洛中洛外図屏風を題材に、 [1本画の材料

を使って参加者が自分だけの洛中洛外lKlを描いてみた。

「洛中洛外図」が何なのか、何故米沢にあるのか、

などの基本的な情報を伝えることはもとより、 E1本画

用の筆、絵の具などを実際に使ﾙ1することにより、洛

中洛外図がどのような工程で猫かれたかの一端を体験

してもらった。本年度は対象を小中学生に絞ったため、

‐ ー､＝『＝▽9J.…5一一屯

。軍甦弓零具町津壷癖■唾
働廿…弓導身季一句…R再
『l~ 』‘
唾十F｡ ,
章嘩ﾑ刺争リウー
ガ■･可如で雷6鍔吸嘩、､‐
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'宇孟毒乙~章 一

諜轄 ・
■一一一一凸一一一

霊:浄亡･毬,､－－､2－吟.一一
金且"…

内容もよりわかりやすいものになるよう工夫した。

開催日時平成14年5月12日（日) 13:30～16;00

平成14年10月13日（日) 13:30～16;00

募集人数36名（各18名）

募集対象小中学生以上

参加人数15名(11名4名）

内 容：①上杉本洛中洛外図にl卿する説明

②lﾖ本画に関する説|ﾘ]と道具の使い方

③実物の錨賞④制作

雷
雲

し一
一一

－
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■やってみよう。感じてみよう「色をみつけよう～幼児のためのdrawing～」

未就学児のためのワークショッフ。

家庭や、園でできない大きなスケールの創造体験の場を提

供。こどもたちの興味や想像力、創造力を伸びやかに発揮

させること、様々な世界への新鮮な出会いの一助となるこ

とを目指した。

こどもたちが自然のなかから見つけた色を自由に表現させ

ることで、色をみつけるよろこびや、自分の気持ちを道其

を仙って表現するおもしろさを体感してもらう。

昨年|司様“色”をテーマとするが、今年度は光をプリズム

によって分解しそこから色を発見したり、三原色の混色など

を実験することで、ひとつひとつの色にもう少し深く入って

いけるようなプログラムへの更新を試みた。

未就学児のため、親も|司伴することになるが、親たちにとっ

ても新鮮な材料体験や物のみかたを知ってもらえたのではな

いだろうか。

また、このプログラムを徐々に進化させ、子供たちにも継

続的に参加してもらえるようなものにしていきたい。

－

些翻琢雰
1

〆

雲…開催日時平成14年6月8日 (ztL) 13: 30～16 :00

平成14年7月7日 (B) 13 30～16:00

募集人数36名（各18名）

募集対象未就学児

参加人数30名(14名/16名）

内 容

①仏さがしの旅（伝国の杜前広場から自然の色をさがす）

②材料と道具紹介と注意

③表現

使用材料：模造紙水彩絵の具ローラー・スポンスポンジローラー

■やってみよう.感じてみよう「おもちゃ楽器博物館」

生活用品や簡単に手に入れることのできるものを材料にして楽器を制作し､それによってリズムを奏

でたり、合奏することで音への発想を身につけてもらうと共に、合奏の楽しさを味わってもらった。

開催日時

募集人数

募集対象

参加人数

内 容

平成14年8月4日（日) 13: 30～16:00

18名

小中学生以上

8名

①楽器制作 ②音探しあそび・体音あそび

③リズムあそび ④リズムパート演奏・合奏

⑤レコーディング

18



■「なつかしオリエンテーリング」

企画展「近くてなつかしい||召和」をそのまま活かし、当時

の人々の生活をより身近に感じてもらった。

現代では忘れつつある、 「物を大切にすること」や「家族の

あり方｣、 「隣人とのつながり方」などを思い起こし、これか

らの生活のヒントにつながった。

(昭和30年代に暮らす人々を劇団ぬ一ぼ－の方々に演じて

いただいた｡）

鼠
階
砺
響
唾

灘霧壗開催日時平成14年8月31H (土) 13:30～16:00

募集人数18名

募集対象小学生以上

参加人数17名

内 容

通常の展示は町並みの再現のみであるが、オリエンテーリ

ングではその中に実際生蒲する人々を配置。参加者は数グ

ループに分かれ、その人々との会話を通じてワークシートを

埋めていく形式をとった。

①体験学習室で顔合わせ

各自に持参してもらった、思い出写真をプロジェクタで投影し、思い出を語ってもらう。

②昭和30年代のエキスをワークシートにクイズ形式で盛りこみ展示室内に暮らす人々と会話、

から答えを見出す｡

③体験学習室に戻り、なつかし体験（蚊帳洗濯板・ネジ巻き時計）

③昭和のくらしを話し合う （似い出、驚き、発見）

ざ

そこ

蕊 で

融■

邦一

舅
ト
ー

｡,

､

■「つくって食べよう縄文食」

企画展「いにしえのロマン～米沢考古学のあゆみ～」にあ

わせたワークショップ。

木と木を摩擦して火を起こし、土器の鍋で縄文の雑穀がゆ

をつくり、あく抜きしたドングリの粉や山ブドウで縄文クッ

キー（縄文パン）をやいてみることにより、自然に学び、自

然と共生しながら知恵と工夫で東北の文化の基礎をつくっ

た縄文人のくらしぶりを体験する。

ジャンクフードに‘|徴れた飽食日本の子供たちにとって得

がたい異文化体験になったとともに、伝統食材･の素朴な美味
嬢鍵
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しさは、郷土の食文化のすばらしさや歴史に新たな興味をも

つきっかけにもなった。

噌等管壱常嗜噌
■●■ゆ■ ｰU一d

…'…｡"…'¥嘩噌嫁賢】
アウトリーチ

君59訟守4＜

つくって抱く誤う窺寅霞
20D2, g/2SI=I 13:30RF-

喝～■■ 津

・鰍那”と齢旧飢椎鱸域て蠅雄3う7

開催日時平成14年9月28日（土） 13：30～16；00

募集人数18名

募集対象小学生以上

参加人数16名

講 師関根秀樹氏（和光大学・女子栄養大学講師）

内 容

①繩文人が食べていた木の実や雑穀類を机の上に並べそれ

らの食材利用の起源や火や土器の発明による生活の変化に

ついて実物をみせながら説明。

②繩文がゆの調理（土器を使用し、 ヒモギリ式の古代発火具②繩文がゆの調理（土器を使用し、 ヒモギリ式の古代発火具

巳聞5J.”･羽〔幻泪・ﾖ鴎
略則弓･呈詞旬12埜寅印上智旬函阿蜘ｻ匪一
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も/.“回巳蛎電＝･嘩畢毛圭一喜墨
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…ど愛孫震L=X管管をVぞ常

で火をおこす）

③純文クッキーの食材を加工調合しかまどの石の上に並べて遠火で焼く。

④薄味だが、食材の素朴な風味が生きる細文人の食事をあじわいながら、感想を話し合ったり、

文人の暮らしについて質疑応答のll*間をとる。

繩

|，

'~瞬雷驚墓塞籟当
酎l…索…戦暫奥 野 融

八

く力纐=y勧罰靭圃
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一一一一

■「くっつきコーンで大動物園」

とうもろこしを原料としたくっつきコーンを使い、自分の

頭に描いた形を造っていく （今回は自分の好きな動物）こと

により、 「ものを造るたのしさ」「想像が形になるおもしろさ

おどろき」などを体験してもらった。

未就学児であるので全く何もないところからの造形は難

しいため、 “アニマルソウル"と名付けた楕円形のベースを作

り、それにコーンを接着していき、それぞれの動物を形づくっ

ていくこととした。

繊 ヘ

、

塾

空1や

開催日時平成14:年12月7日 (ja) 13:30～16

平成14年12月8日（日) 10:00～12

募集人数18名

募集対象未就学児

参加人数22名

内 容

①うえすぎ動物園の紹介②材料の説明

③制作・ネーミング

④作品をうえすぎ動物園へ展示し記念搬影

00

00

、

■「だれもしらない博物館」

開館して1年を経過し、学校でのi*物館利用も増えてきているが、通常来館者が見ている展示や

ワークショップなどは博物館の一側而であり、博物館の本来の役割や仕事のほんの一部分である。

今回のワークショップでは、博物館業務の4本柱、 「調査・研究_|、 「展示（公開)｣、 「保存｣、 「教
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育普及」がどのように行われているのかその裏側をオリエ

ンテーリング形式でみていただき、博物館の存在意義やそ

れが自分自身の生活にどのように結びついているのかなど

を考える機会となった。

また、参加者以外はほとんど見ることのできない部分を

紹介することで博物館への興味が高まった。
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開催日時平成15年2月15日（土) 13 30～16:00

募集人数18名

募集対象小学生以上

参加人数18名

内 容

オリエンテーリングカードの内奔にそって、ツアーガイ

ドと共に博物館の中を探険、チェックポイントごとのクイ

ズに回答していく。各ポイントには仕事人を配置。また、

調査室では古文書の解読や資料DBへのアクセス、写真室

では陶器の梱包などを体験してもらう。

灘 a篭「』

■みんなのワークショップ展

①作品展示：

ワークシヨップで制作した作品を展示し、参加者にその完成

形を披露するとともに、その活動の内容を広く来館者にみて

いただいた。

②活動記録展示

開館から現在まで行ってきた教育普及活動の様子をパネル化

し展示することによって、博物館としての教育普及活動の一

部をみていただいた。

’
一
酉

|‘・獣，§
，

瀞鰊］
2012,11,ﾘﾍ,11,11

鍬iif蝋R

曇二ｺ是語暉二寺邑

開催日時平成14年11月8日（金）～11月10日 （日）

開催場所体験学習室・企i'1i展示室・エンI､ランス・カフェ前

展示内容

①みなさん本洛中洛外図屏風第1号 六曲一双

②色をみつけよう～幼児のためのdrawing～作品

90cm×101n×12本

③ワークショップ活勤記録 パネル

④自由参加制ワークショップ活動記録
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みなさん本洛中洛外図屏風
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側"‘･‘曲筆『ぞ--*…

リークシ王シズ－－申零韓§

蓋婁蕊

一

幼児のためのdrawing作品

‐､シ＝

茎

自由参加制ワークショッブの記録

平成14年腱に|州lllしたワークシヨップ参加者に回答していただいたアンケートを~卜記にまとめた。

平成14年度ワークショップアンケート集計

参加者126名・回答者114名・回答率90.4％

☆年齢☆性別

60代

釦
０

g1O代以下

D10代

E20代

Q30代

■40代

d50代

■60代

ロ70代

ロ男性

■女性

☆またワークショップに参加したいと

おもいますか。

☆あてはまるところに○をつけて

ください。

無回答
1％

普通 つまらない
いいえ

口はい

□いいえ

■蕪回答

□おもしろい

口普通

■つまらない
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■冨由参加制ﾜｰｸｼｮｯﾌﾞ
本年度4月から学校週5日制、新学習指導要領の実施に伴い、博物館に対する期待が高まってい

る。土|I遡日、博物館は学校と違った立場でこどもたちにアプローチできるのか、模索しながらでは

あるが、こどもたちと一緒に成長していきたい。

今年度から開始するワークショップ自ltl参加プログラムは通常設置しているプレイシヨツプの延

長線上あり、プレイショップで設置している様々な道具や伝承あそびをピックアップし、掘り下げ

為ものである。

日常の中で様々な想像と創造力を生み出すきっかけの‐つとなり、風土を肌で感じ、体いつぱい

に吸い込むことのできる空間を提供していく。

また、近年手先の作業が苦手なこどもが贈えていることなどから、手作業を中心にプログラムを

織成した。

I■折り紙教室節句かぶとと清正かぶと

開催日時平成14年5月4日 （土) 13:00～16 30

参加人数62名

内 容

端午の節句にあわせ、かぶと2種を実|祭にかぶること

のできる大きさで制作あわせて節句の意味も展示。

■myめんこづくり

開催日時平成14年5月5日（日）午後1 :30～4 :30

参加人数53名

内 容

江戸時代にまでその歴史が苔かのぼるめんこ。その中

の紙めんこに自分の好きな絵を描く。また、遊び方やい

ろいろな技も伝授する。

■ためしてみよう1笹巻き講習会

開催日時平成14年6月29日（土) 13:00～16:30

平成14年7月20日（土) 13:00～16: 30

参加人数39名／27名

内 容

置賜地方にのこる笹巻き。大人からこどもまでその包

み方、ひものかけかたを講習。笹の葉が食物を保存する

力も紹介。

■織姫になろう1コースターづくり

開催日時平成14年7月6日（土) 13700～16:30

平成14年8月10日（土) 13 00～16:30

参加人数18名/29名

内 容

七夕の季節にあわせたプログラム。米沢は織物の本場。

訂可
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1本の糸から生地（而）になっていくしくみを実際の織

機(ハンデイタイプ）を使って紹介し、実際にコースター

をつくってもらう。おりひめ、ひこぼしのエピソードも

紹介。

■糸から布へ～簡単織り機～

開催日時平成14年7月13日（土) 13:00～16830

参加人数8名

内 容

上記プログラムの作業は少し高度なため、同じような

主旨で簡単な作業のもの。対象年齢を低くしたもの。

■ミュージックドローイング

開催日時平成14年9ﾉ121日（土) 13 :00～16:30

参加人数25名

内 容

1曲の音楽からそれぞれが頭にうかぶ、風景や情景な

どを絵にしていく。ドl己表現のレッスン。

■火おこし体験隊

開催日時平成14年10月261] (土) 14 00～16 : 30

参加人数33名

内 容

企画展「いにしえのロマンー米沢考古学のあゆみ一」

にあわせたプログラム。

ヒモギリ式の火おこしセットを使い発火のしくみを体

験し、当時の人々の懲らしを思い起こす。また、現在の

生活の便利さを再考する。

■なんでもつつもう風呂敷編

開催日時平成14年11月30日（土) 13:00～16 30

参加人数19名

内 容

常設のツールの一つ肌呂敷にスポットをあて、 さまざ

まなかたちのものを包んでみる。日本人の知恵を再発見，

■手作り福笑いをつくろう－たのしい冬のあそび－

開催日時平成14年12j｣14日（土) 13:00～16;30

参加人数20名

内 容

正月の伝統的なあそびとして伝わる柵わらいをオリジ

ナルでつくり、実際にあそんでみるもの。

福笑いの腱史や正月の風物を紹介しながら展開。
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_‘;難■技をみがこう！けんだまのたたかい

開催日時平成15年1月11日（土) 13:00～16 30

参加人数20名

内 容

常設のツールの中から、最近こどもたちの間で流行し

ているけんだまを主役に、いろんな技をお互いに伝授し、

競い合い、伝承あそびのおもしろさを再認識する。

■和紙でつくろう鬼の面

開催日時平成15年1月25H (土) 13:00～16 30

参加人数11名

内 容

節分を前にしたプログラム。日本伝統の和紙素材を風

船に貼り付けてつくるお面。和紙の種類や張り合わせ方

で他にはないお面ができる。節分の意味なども紹介する。

■千代紙でできちゃったお雛様

開催日時平成15年3月3日（土） 13：00～16 30

参加人数28名

内 容

ひなまつりにあわせたプログラム。古典文様の千代紙

を使い、お雛様、お内裏様を折る。ひな祭りや、雛飾り

の意味も紹介。

‘ザ

一
三
一

罫別

園

＃
上

N

蝋 鍵蕊
F

や

蕊蚤
篭霞霊

E一一
武

畷
平成14年度に開催した自由参加制ワークショップの参加者に回答していただいたアンケー1､を下

記にまとめた。

平成14年度自由参加制ワークショップアンケート集計

参加者数392名・回答者数275名・回答率70.1％

☆年齢☆性別

4

才
才
才
才
才
才
才

９
旧
調
狛
狛
的
的
一

一
一
一
一
一
一
一
才

０
旧
加
釦
⑩
印
釦
沁

図
□
口
圏
□
■
回
□

30

認ロ男性
図女性
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☆あてはまるところに○をつけてください。

普通 つまらなかった

,菱＊
園おもしろかった

画普通

□つまらなかった

☆おところ

画米沢

ロ県内

ロ県外

(2)プレイショップ

目的

IHandsan(IHearts～手と心で感じよう～」をテーマに、 lﾖ常の中で様々な想像と創造力を生

み出すきっかけのひとつとなる場所空間時間を提供し、純粋に心で感じ、楽しんでもらってい

る。

I]本古来の楽器や玩具、日本独自の手工芸などを紹介するとともに、スイッチやボタン－つで動

いてしまうものではなく、自らの手で触I)、動かし、感じることができる環境を提供する。現在失

われつつある日本の伝統を一部ではあるが伝承していく。

内容

当館の体験学習室は、ウイークデーはプレイショップ、 ミユージアムスクールに使用し、土日は

募集制・自由参加制ワークショップに使用するというように、フレキシブルにその設えを変動させ

ている｡

常設のプレイショップも来館者の使いやすさ、危険防止、また、それぞれのツールの役割がより

よく来館者に伝わるようにを考慮し、半年に1度ツールポックスや体験机の陥仙を検討している。

本年度は昨年庇の経過を踏まえ~ド記のような配置とした。

＝言4

謹
Ｉ
Ｌ
ｇ
訴
銀

口

○

凸

辱句

霊
季節の行事や世賜の民俗

季節の民俗行事をパネルやディスプレイで紹介し、ツールとも結びつけることによって、より

H常性を高めながら、人々の暮らしを見直すなどの試みを行った。

端午の節句、七夕、桃の節句などの紹介への関心が高かった。
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一

◆講演
《
云

｢博物館と学校の連携」

講 師宮城県美術館教育普及部技師大|鳴貴明氏

開催日時平成14年6月21日（金) 15:30～17 00

会 場伝国の杜大会議室

参加対象市内幼稚園・小中学校の先生方

参加者46名

講演会時に行ったアンケート集計

☆博物館を利用するにあたり、不都合

だったことをお教えください。

何をやっているか
わからない0％

□何をやっているかわからない

園交通手段がない

ロ授業時間内の利用にむかない

函その他

■無回答
い

その他

･学校より離れているのでなかなか十分に時lNjがとれない。

･施設の全体像が見えない。

マナーを教える。教室で指導しても、実際、現地ではなかなか守れなくなI)、担任は良いマナーで見れ

るかどうかが一番心配になる。

･生徒は自転車を使いますが，雨天の時など。入場料がかかる。

特にありません。

授業内容に合った活用内容があるのかどうかわからないこと。具体的にどんなことを提供していただけ

るのかわからない。

． lクラスごと、何日にもわたって行うには、 ｡|卿:物餓側が大変。かといって複数のクラスがまとまって行

くためには学校Ⅲとして、時間割_上難しい。 （学校内の問題として、いかに、他教科の先生方に理I聯して

いただくかが大きい）また、スペースの間魍がある。

☆博物館（伝国の杜）のホームページ

をご覧になったことはありますか？

☆今後の博物館利用について

お聞かせください。

口積極的に利用したい

回利用したいがわからない

口利用は難しい

図無回答

口ある

回ない
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☆本日の講演について感じたことがあればお教えください。

これまであまり考えていなかった内容で、勉強になりました。

・ちがった方mからの学校の見方や、自分たちとは異質な考えに触れておもしろかった。

･具体的な事例を聞きたかった。 （宮美ではこんな風に学校が関わっているよ！ということ｡）マニュアル

的なことは、大体想椴がついているので…。

．学んでいくのは子どもであり、学校、博物館がどのように支援できるか考えさせられた。

・レジメの中の内容をやさしい語り口で語っていただいた。内容は深いものであったと思います。

･米沢の博物館にとって有意義な講演だったと思います。

･美術の先生や美術館の方向きの内容でした。 （米沢には美術館はなく、榊城を生かすのは難しいのが現状

です｡）雌しかったです。

･内容的に、現論より実磯を聞きたかったので、少しがっかりした。具体的に，どんなワークシヨップを

開き、学校とどういう連拙をしているのか|州きたかった。

･上杉博物館で利用する場合の方法について教えてもらいたかった。

･ふだん教育現場では聞けない美術館・博物館がわの考え方が聞けて、役に立ちました。自分としては、

できるだけ利用させたいと思っているので、参考にさせてもらいます。ありがとうございました。

美術に携わるものとして聞く分には、大変おもしろい講演でした。小学校として、どう博物館を活用し

ていくかという点では、簡単ではないなと感じさせられました。授業で利川する以前に、教師が利用し

そこで得たものをどう発展きせるかがよ【，大切なのかなと思いました。

･学校の現場として限られた時間の中で教育に利用することの難しさを改めて感じさせられました。利用

する側のニーズと提供する側のキャパシティが広くなければより効果的な活用にはつながらないと思う。

･美術館側の方の考え方にふれることができ、学校側からの要望でなく、そういう考え方もあるのかと、

視野を広めることができた。

美術館や博物館のワークシヨツプはあまり利用したことがなかったのですが、すごくいろいろな企画が

あるので（簸近は）行ってみようと思います。

．「連携」とは、本来の艸物館の立場目的と、学校の立場・目的からすると、災は、相反するものかもし

れない．…というお肘は、 ドキッとしました。それでも、美術が好きな子どもを育てたいという点は共通

しているとdl似いま1-．今後も手さぐりながら、歩みよりながら互いに協力し合えたら－と思います。 （先

l]も花田さんにはたくさん協力いただき、 また25日にも清水さんにもご協力いただく予定です…よろし

くお願いします｡）

☆そのほかご意見などがあればお聞かせください。

．もっと気軽に入れるような雰囲気が必要。ちょっと重々しい。かたぐるしい感じがする。

・冷房が寒かったのでもっと弱くしてください。

･美術館と、学校の迎桃の話なら、世田谷美術館の取り組みなど全国的に注Hされているので、そういう

話を聞きたかった。

･相互交流は、はじまったばかりなので、いろいろやってみて成果と反省を薪制していく時期ではないで

しょうか。学校としては、博物館での活動への参加を子どもにどんどんすすめていきたいと思います。

･なにか事業を普及させていくとき、なんでも学校にという考え方でなく、広く、市役所の方や一般市民

の方等にも広める手段を考えていただければあI)がたい。

･博物館を歴史、美術、等多様に利用できるといいなあと思います。

美術図工|刈係の先生だけでなく 広〈一般の先生方にも呼びかけて参加群を喋ればどうだったか。

クラスの子が、 「洛中洛外図を描こう」に参力l1しているのですが、子どもたちの中には、美術館I#物館

というイメージより |~伝国の杜」として案外気軽に利用できる場というイメージがあるのでは…と思い

ました。 ｜到分も追いつこう！と思いました。また好きな絵をみに、美術館へ行きたいなという気僻ち

になりました。

･学校の授業として活ﾉﾛする際、減免していただいているだけで、かなり有難い聯だと思います。が、 さ

らに要望として授業の目的に応じて、企画展も見ることができたりすると、今俊、発展的な、授業展

開を考えられそうです。（雌理でしょうが）
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(3) ミュージアムスクール

◆ミュージアムスクール・出前授業

博物館の持つ教育的な要素の中で、最も特徴的なことは「実物資料を持っていろ」ことである。

実物とその情報を複合的、学術的につなぎ、学校だでけは味わうことのできない驚きや感動を与え

ていくことをねらいとしている。

Iw"- '

篝

遡

魚

１
裂
四

宙
､

『

ミュージアムスクール（博物館で実物資料をみながら様々な体験や調べ学習を行う。）

学 校

米沢市立第四中学校1年

米沢市立南原中学校2年

教科

美術

美術

月

6月18n

7月1()日

授業内容

洛中治外I叉|を探ろう

日本mliのよさを味わおう

日
一
㈹
伽

米沢市立第三中学校2年

米沢市立第二中学校2年

米沢市立第二中学校2年

推術9月26日（木）

10月17[I (木）

|｣本仙iのよさをl味わおう

巽
美
一
美
一
美

術

術

術

術

|]本i'l'iのよさを味わおう

|盲1本iliiのよさを味わおう 米沢市立第二中学校2年

米沢市立第|ILI中学校1年

10月221=|

10月241二’

11月1日

艸
榊
｜
鯛

淵『|:'滞外|Z|を探ろう

|｣本i'lliのよさを味わおう 米沢市立第二中学校2f

米沢市立第四中学校1年
米沢市立第二中学校2年

術
術

美
美

淵中洛外図を探ろう
ロ本仙iのよさを味わおう

11月8日（金）

米沢市立第二中学校2年

米沢市立第二中学校2年

美術

美術

11月12日（火）

11月21日（木）

|1本画のよさを味わおう

日本仙iのよさを味わおう

出前授業（学芸員や普及スタッフが学校に伺い、授業に参加する｡）

科
術
術
術
術
術
術
術
会
会

教
美
美
美
美
美
美
美
社
社

月

5月1日

5月23日

5月27日

6月26日

7月2日

7月4日

9月4日

10月301]

11月14日

学 校

米沢市立南原中学校2年

米沢市立南原中学校2年

米沢市立第六中学校2年

米沢市立第五中学校2年

米沢市立第六中学校2年

米沢市立第四中学校1年

米沢市立第二中学校2年

米沢市立鋪二1I.学校1年

米沢市立鋪二中学校1年

日
一
函
附
一
卸
㈱
ｗ
｜
㈱
伽
一
伽
恥

山形県造形大会への|"力

本年度は、山形県造形教育研究大会米沢大会が開催されたことに伴い、市内中学の美術科で上

杉本洛中洛外図を教材として取り上げたことによ'，、美術科教諭と博物館の連携が強まった。
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＊全体として＊

1年以上にわたり、カリキュラムを作り、教材研究を行ってきた

ことで、授業以外に各担当の先生方と実際に合い話をする機会が

多くでき、学校ではなにを望んでいるのか、 また、博物館だからで

きることは何かを考えるだけではなく、実践することができた。 1

2年各授業が授業のたびに発展していき、最終的にはよい結果が出

せたようである。

学校側では博物館が何をやっているのか、なにができるのか、ど

のように授業の中に取り込めるのかまったくわからない状態であっ

たし、 ．'蝋物館側も学校の授業が現在どのように進んでいるのか、 こ

どもたちが何を求めているのか、を模索していたところであったの

で､それがすこしでも見えてきただでけも､今後の博物館活動にとっ

て、 2年分にも3年分にも値する内容であった。

◆出版

伝|漣lの杜だよりの発行3号5,000部・ 4号5,000部 年報VOL. 14の発行800部

ミユージアムブックどきどきの杜博物館へ行こう1発行 20,000部

側蛎側崎識噌綴， 鰯瞥撫謹…
が

一議,‘"毎

〆

鼎

i繼騨喋蝉
溺朧噸Z熟マロ

鍵灘

煙Zp陣四配さ＝亭算室飛鐸亭獅卯謂j

瀞潔雲竺LI o･ 鍵琴雰鋤
pwI蝿ロョ､岬セ ー脊一曾 053幅:胸鼻邸錘』・

蕊警頚謹覺蹴
一ﾛ…

灼稗題I鵠．
-紗島L金扉勺間郎
降…声

結江のuスヶジユゴ｜
ｺﾛOZm～訂、ｺョ

1f応1311,Ⅲ

年報順｡,_“謄節駐
開館1周年

更H岡I』u何帖 h

当~~ﾛ’･邑一＝
毒

塞一 一
雲◆ミュージアムグッズ開発・制作

組み立ておもちゃ立版古（大町編） 50Oセツ|、

常設展示の一部を商品化した。

手

『’

蟻
毒

謝
庁室

＝ …
◆ホームページの更新

各項目に新年度頁を増設し、過去の事業情報を公開した。

(4)博物館実習

博物館学芸員資格取得のための実習生を受け入れているが、今年度は4大学10名の学生を4班に

分けて右記の通り実施した。

なお、当館は平成13年9月にリニユーアルオープンしたため、今年度の学生より新博物館での実

習となる。
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実習生(10名）

藤崎 鴇｜

小島加奈子

今野 森菜

菅原 l(I夏

星野 多紀

(敬側短期大学）

(東北学院大学）

(l11形県立米沢女子短期大学）

(山形県立米沢女子短期大学）

(山形県立米沢女子短期大学）

三島水さやか

神林 陽子

坂田菜穂子

谷 ちひろ

松本 干佳

(敦賀短)’1大学）

(昭和女子音楽大学）

(山形県立米沢女子短期大学）

(III形県立米沢女子短期大学）

(山形県立米沢女子短"l大学）

実習の記録

午前(9 :00～12:00) 午後(13: 00～16:30)

8． 15（木） 館長挨拶

燃物館概要説lﾘj、事務連絡

擬料の取扱（古文轡美術）

資料の取扱（古文群美術）

展示室見学

8． 16（金） 梱包資材の作り方 梱包の実際（考古資料）

フロンI、業務

（備報ライブラリー）

（常設展示解説）

（企画展示室朧視）

（体験学習室サポート）

（チケットもぎり）

（ショップ監視）

（総合受付）

フロント業務8. 17 (ja)

フロント業務フロン|､業務8． 18 ( |:l )

企画、舞台仕込の災l隙

鑑賞

820（火） ミニコン･Iナー1,の企画・制州

（ミュージァムコンサート

を演出する）

博物館運営について

(展覧会企画のまとめ）

8．21 （水） |#物館運営について

（展覧会企ililのシミュレーション）

8：30～9 : 00課題の整理、那務連絡

16;30～17: 00課題の整理、実習日誌の記入

館
館

入
退

8：30

17;00

(5)第11回大名道具収蔵館集会

大名道具を収蔵している機関が蝶い、近世大名家について理解を深める研究会が参加館の輪番で

行われているが、第11回の今年度は、 9月28日･29日と当館を会場にI淵催され研究発表、意見交換

がなされた。

参加館は14館。 （財）致道博物館館長酒井忠久氏、 （財）前田育徳会理那前111利祐氏、 （財）瑞鳳殿

資料館館長伊逮泰宗氏、米沢.' lj上杉|蝋物館名誉館長_上杉邦憲はじめ22約の参加者であった。

マ

表
一
①
②
③

発
テ

究研

「近世大名家のはじまり－大名と大名道具一」

｢徳川家康の遺品からみた人となり」小林明 （久能山東照宮|*物館

｢前1II利家像一荷徳公譜略の紹介を通して－」菊池紳- (前IⅡ育徳会

｢上杉慨勝－その遡産が語る紫勝像一」角屋由美子（米沢市l:杉|#物館

学芸部長）

評識員）

主任学芸員）
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3．調査

(1)館蔵資料調査

(腱史民俗）

旧米沢藩士中津川家伝来資料（寄l卿）

旧米沢藩士黒井文書（購入）

米沢新田藩主上杉家伝来資料（寄蝋）

国寵上杉本洛中洛外図屏風裏貼

282点 1l録作成

248点目録作成

302点目録作成

解読（平成12年度修復時の発見）

（指導者：遠藤綺一郎氏、佐藤美保子氏）

聞き取り調査

（調査者：小|塊l 薫氏、佐藤照夫氏）

小賃幸太郎氏撮影古写真

(2) 資料収集に伴う調査

浜田浜雄絵ill'i ･オブジェ作品、 |Xl.(寄贈）

椿貞雄絵i'hi作j,', (寄贈）

土田文雄・土田次枝絵画作品（寄贈）

上杉家伝来甲腎等（購入）

上杉景勝朱印状（寄贈）

椿貞雄誠米繊帯（購入）

遠藤桑珠氏所蔵書籍（寄附）

徒然草Ⅸ|屏風（購入）

上杉邦憲氏所蔵資料（寄託）

宮島詠士書（購入寄贈）

鈴木浩明彫陶作品（寄囎）

、
、
、
、
、
ｈ

ｌ
２
３
４
５
６

、
、
、
、
、

７
８
９
岨
Ⅱ

第1回収集検討会議 平成14年7月30日

受入審査対象資料

NQl 紺糸威二枚胴具足（上杉宗房所用）

NO2紺糸威腹巻（上杉家伝来）

NQ3紫茶糸威具足（長尾家伝来）

No4 軍配（伝上杉謙信所用）

NQ5橘松竹葵紋蒔絵香道具

NO6松竹椛葵紋蒔絵茶箪笥

NQ7歌合蒔絵料紙箱

NQ8歌合蒔絵硯箱

NQ9銀盃

NO10銀銚子

NQll銀製鶏

(火）

秋草鹿蒔絵提重

三十六人歌合

上杉臓山譜: 「風･ ･」

上杉臓山書「雲．．」

細井平洲書「叱杖･･･」

細井平洲書「天綱恢恢…」

宮島詠士書「月照軍営…」

宮島詠士普「花近高楼…」

雲井龍雄響状

諸大家筆跡集

椿貞雄「春夏秋冬喜楽図」

N(112

Nql3

Nnl4

NQ15

NQ16

NQ17

NQ18

NQl9

N(120

No21

N(l22 帯

第1回収集委員会

収塊委員会委員の委|隅

ﾌfi栗正人（自然）

小野 榮（郷土史）

加藤千明（近代美術）

川|崎利夫（考古学）

武田 正（民俗）

平成14年7月31日（水）

(任期：平成M年7月1日～平成16年6月301 1)

米沢11i文化財保護委貝会委員長

郷土史家

財団法人山形美術館学芸主幹

山形県立うきたむ風土記の丘考古資料館館長

山形女子短期大学教授
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東海林静男（歴史：近代史） 山形県立米沢女子短期大学教授

濱田直嗣（古美術） 仙台市博物館顧問

山田邦明（歴史；中世史）東京大学史料編纂所教授

湯山賢一（書跡・古文褐:）文化庁文化財部美術学芸桃長

横山 l1間男（歴史：近世史） 山形大学名誉教授

受入審査対象資料上記NQl-NQ21の資料

出席委員横山昭男委員長・小野榮副委員長・石栗正人委員加藤千明委員・川崎利夫委員

武田正委員

第2回収集検討会議 平成14年11月13日（水）

受入審査対象資料

Nnl 後藤克芳作COROLADO 恥5

NQ2 後藤克芳作MAIL BOX NQ6

NQ3 後藤克芳作NAIL Nn7

NQ4 後藤克芳作NY CAT

後藤克芳作PLATE

上杉謙信宛行状

目賀多守英筆近江八景図屏風

第2回収集委員会 平成14年11月20日 （水）

受入審査対象資料上記NQl～NO5の資料

出席委員横山昭男委員長・小野榮副委員長・石栗正人委員・加藤千明委員・川崎利夫委員

濱田直嗣委員・山田邦明委員

第3回収集検討会識 平成15年2月20日（水）

受入審査対象資料

NO1 鈴木実作「或る朝、そしてバラの影、そして交信」

第3回収集委員会 平成15年2M26日 （水）

受入審査対象資料一上記Nulの資料

出席委員検山昭男委員長小野榮副委員長・石栗正人委員・加藤千明委員川崎利夫委員

武田正委員

(3) 資料調査員による調査

博物館に必要な街料の収集を適正かつ円滑に進めること、また展示、研究等に|州する基礎データ

を得ることをIJ的として、今年度も|､記の博物館資料i洲査員を依頼した。任期は1年。

(敬称略）

湧
一氏 名 分 野

害跡・古文刺

郷土史

美術

美術

且
Ｉ
ＲＩ

山形県立米沢女子短期大学搭誉教授

郷土史家元米沢市史編纂恥|'1貝

遠藤統一･郎

小野 榮

佐
我

》
滕
饗

繁
彦寿

米沢市立第三中学校美術教諭

財団法人山形美術館学芸員
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■絵画・美術工芸に関する調査

13年度に引き続き、置賜出身の作家およびその作,品について、県内外の情報を収集。 linll寺報告書

にて提出してもらった。

今後の方針処理報告者件 名

鈴木実について

(①｢三彩」181-186,
(②各枇新聞雑誌記事

鈴木突‘情報ファ

イルに追加
鈴木実展準備枇妻寿彦氏188, 189191-194)

21614)

1

郷土作家について

(①東渓について）
(②土田文雄の「座像」について）

近現代作家ファ
イルに追加

我妻寿彦氏2

郷土作家について

(①後藤克芳ビデオ衡料）
(②梅津郁子「三本の木｣）

15年腱展覧会

準備
図書街料受入伽藤繁氏Q

LJ

郷土作家について

(鈴木浩明日本現代陶彫展
2000カタログ）

佐藤繁氏 図詳涜料受入４

鈴木実氏へのインタビュー
国Ⅲ会彫刻部小品展作h!,洲査
作,5!Iカタログ等出版物の洲盗

鈴木巽情報ファ
イルに追加

佐藤繁氏 鈴木実展準備5

郷土作家について(小池|厳英関係資料)(富
田昭正関係資料）

近現代作家ファ
イルに追加

佐藤繁氏6

郷土作家について(小池I厳英関係資料)(山
中三平関係資料）

近現代作家ファ
イルに追加

7 佐脹繁氏

(4)展覧会準備調査

｢風土の画家－遠藤桑珠一」展作家取材

横浜市戸塚区遠藤桑珠氏宅（4月15日）

｢近くてなつかしい昭和展」打合せ及び準備調査

静岡県浜松近鉄百貨（4月23日）

愛知県師勝町歴史民俗資料館（4月24日）

東京都中央区東映株式会社（5月15日）

｢いにしえのロマンー米沢考古学のあゆみ一」展借用資料調査

青森県教育庁文化財保護課三内丸山遺跡対策室（7月22日）

青森県埋蔵文化財調査センター（7月23日）

上越市埋蔵文化財センター（7月22日）

津南町歴史民俗資料館・城沢盤理棟（7月23日）

｢－わたし自身の肖像一鈴木実木彫展」打合せ、取材及び調査

山形美術館（4月3日、 7月3日、 7月11日）

茨城県取手市故鈴木実氏宅（7月16日、 7月27日）

山形県高畠町故鈴木実氏|刈係者（7月21日）

米沢市上杉博物館（7月22II)
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4．収集保管

(1)平成14年度受入資料

■収蔵資料数（平成14年度）平成15年3j131日現在

平成14年腱収蔵資料 合 計

件数 点数 件数 点数

歴史資料I 14 296 5.728 12.383
●

０

■

ク

ヨ

Ｔ

Ｏ

ク

】 跡
ソ
一 13 208 255

工 芸3 5 2別 41 17()

刀 剣！ 0 0 62 62

絵 画5 9 1.065423 4別

彫 刻6 ２ 3 22 234

生活資料7 0 1,605(） 694

合計 32 7,219989 16,07'l

■受入資料

喪料笹号

A2皿一㈹1

A烈勉一睡
一

A“＝畑

A“－“4

A如鰹一噸

八創睡一(駅j

ハ蝿一的7

A2砿瞠一細

A2(棚墾一噸

ハ2噸－010

A2唾一O1I

A21X廼一〔)12

燕
一
騨
一
鋤
一
》
｜
翻
一
蝿
一
馳
一
”
｜
繩
一
鰄
一
鞆
一
幽
一
錨
一
“
｜
細
一
剛
一
州
細
一
純
一
“
一
“
一
輯
一
鑓
錆
一
鱸
一
噸
一
緬
緬
一
緬
一
蝿
一
純
一
“
一
鼬
一
唖
一
函
一
鞭
一
緬
一
蝿
綱
一
“
一
細
一
緬
一
繩
一
蝿
一
継
一
繩
一
“
諏
一
緬
一
蝿
一
蛎
一
“
一
瞬
一
願

涜 科 名

ImissymU

日本天文学曾萱騒諏鰯璽星図

馴姫話記念レリーフ

雪井徹趨密鯛

ひらめ

篇”前

梨

彩子臘

将子隙

血演

潤州臆環

火を蛾<少女

押鋤

抑捌

淵1棚

母子

彩子偲

彩子惚

彩子像

母子耀

杉子侭

不祥

不弾

漫は昼を明るくする

不弾

不作

不郡

ｲ祁

不祁

不洋

不津

不祥

不祥

不拝

不悌

木津

不禅

オデォシ

耶牒

不停

不祥

不作

不悌

不僻

不祥

自洞倣

不祥

不祥

不祥

不祥

不祥

不祥

不祥

1脚1名

険亜豆芳

一宿量

件数
一

l

I

I

I

l
－ー

1

1

1

1

1

1

1

】

】
一

】

】

】

1

1

1

1

1
－

1
－

1

1

》
毒
塞
塞
霊
霊
霜
諏
識
鍔
鍵
講
読
謡
認
識
緬
識
識
読
誇
塞
霊
雲
電
一
調
蝉
識

致
而
冊
両
遥

貝
１
１
１
１

黄早府号
一

A“一唾

A”一画

A“一睡
一

A坤2－噸{1
－

A“一(剛
一

A“一“1

A2”一睡

A2Ⅸ咽一(M園

A2002“I

A2Ⅸ胞一鮪5

A2血一噸
一

A2唖一“7

A2蛾－1齢

A2<池一帖9

A2帆退O測
一

A2側2－W1
－

A2伽2－072
－

A2卯2-0刀
一

A2叩2-07,1

A2噸一賑
一

A…一碗6

A…一”

A…一蝿

A珈2-079

A2的2-0SO

A2002-(】S1

A2(X)2-082

ハ2帥2-083

A2{X)2－0訓
一

A2㈹2－065
－

A2的2－噸6
－

A抑2－髄7

A“一睡

A唖一蝿9

A五浬一姻

八加Z＝的1
－

A“一”2

A2”－(Xl3

AZ0偲一僻I
－

A2“2－鯛5

A2”2-鯛6

A2唾一(卿7
－

A…一(配

A2唾一的9

A釦02－1卯

A2叩2－101
－

A2002-lO2
-

A20”－1”A20蛇－103

型
幽
錨
一
塗
些
塗
塗
幽
蝿
“
塗
幽
迦
繩
細
細
緬
緬
緬
顧
一
鐘
塗
“
“
“
紬
輌

資 料 名

不神

不絲

不純

不脚

不膵

ﾉｸ･ﾁｭﾙﾉｰ艇への澗郵唱割

不禅

ｲs鴨

不惟

ぶ棉

不柿

不祥

ｲ:祥

不州

不卜↑

ｲ荊

耶W

』1判

不拝

不祥

ｲ呂律

不静

不押

かげろう

イゼ祁

不僻

不1ド

不昨

耶II

不那

祁昨

喫気慢

発汗体

不祥

不鮮

不打

覗は塁を切る<十る

》I郡

'FIf

,F祥

31W

不膵

祁祁

fw

不脚

本#ド

不弾

祁祁

ボ郷

不作

不聯

不祥

f祥

癖
一
榊
一
擢
一
轆
一
蝿
一
岬
一
》
｜
耐
榊
銅
銅
岬
一
》
｜
岬
一
》
｜
》
州
鍋
榊
鋤
》
》
》
｜
》
｜
諏
一
州
“
州

件数

1

1

1

1

】

1

1

1

】

】

】

l

】

1

1

1

1

一号一
$

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1
－

l

l

l

l

l

l

l

l

l

l

側数番入gWi

寄醗

瀞醐

寄鯛

寄蝋

聯附

瀞鮒

寄餅

寄贈

寄蹴

嵜隙

寄踊

寄醐

滞鋤

寄鮒

鋪、

糊N

滞州

櫛附

帯剛

寄鯛

寄贈

寄魁

害悪

寄鴎

寄附

獅囎

洲1仲

梢『(岨

附側鰻

1“蝿

I脈【娘

I剛【眼

1脚“

僻蜘蛸

I純【娘

!W曲刈｜

棚蜘M1

ｲ#MIMI
－

"#(MI

1伽IMI

維凹岨

雛間脳

艀間岨

椿圃蟻

旗IH旛鮒

i卿11幌脇
一

狭H1眠鮒

iliIIIIIMI

狐Ⅲ11刺I

A20鯉－0】3
－

A”偲回01．1

A2側氾一O15

A21X魁－0】6
－

A2<X腱－0】7

ハ2(皿－018

A謝池－019

A“－唾0

A“一睡1

A…一昭8

A“一睡5

A2哩一鯉6

A2叩2－昭7

A2伽2－鯉8

A2002-鯉9
－

A200H--〔13〔1

｜岬一帥

州
一
一
《
｜
》
｜
礎
一
睡
一
》
》
》
鮒

蠅
函
蝿

一
二

噸
睡
皿

？
』
ワ
』
り
』

Ａ
Ａ
Ａ

A2Ⅸ殿－0$O

蛾'11｜
一

輪IIIll

iﾊlⅡ柧&11

浜llhMl

眼Ⅱlil刺’

浜｢H浜M1‘

鶏
州
一
繩

辨
一
繩
一
識
諦
諏
謡
誇
篝
一
需
一
誇
鍔
一
認
識
謡
謡
塞
謡
識
辨
識
一
誠
一
辨
識
一
議
一
霊
藷

幽
鯏
一
鯏
一
津
一
墜
馳
一
蠅
睡
一
謹
榊
湖
一
塑
聖
“
一
紬
諏
一
幽
銅
一
緬
緬
一
幽
岬
諏
扉
露

細
細
繩
錘
錨
鍵
鍔
緬
緬
錘
錘
緬
銅
鮴
郷
鋼
迦
鋤
迦
錘
錘
塗
銅
窪

槻miI刺l

樅剛祇MI

瀧田砿凶

瀧田祇凶

浜岡禍凶

張棚択帥

張剛醍閣

鵬ⅡI漉幽

浜li1狼蝋
一

"111祇脳

i剛I掘蝋

鵬Ⅲ噸脳

砿Ⅲ脈脇

ilill1l(隅

縦H1狐鮒

ililllil"|

ilil1liliMI

洲IIi剛l

根ⅢiMI

槻|】】汎ul

il"1il"I

濃m能鮒

眠田ira

侯ml屑岨

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｊ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
１
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ

浜田浜盤

浜田撰挫

浜田浜雄

浜厩差壌

溌円菱蟻

浜田謡雄

浜田腱趨

瀧田漉鍛

浜馴浜鍛

浜阿睡姻

浜田浜鞭

湊飛艇峨

諜田浜娘

浜剛紙幽‘

浜田浜Mt

2EI1】淡鮒
一

浜Ⅲ狼M1
－

誤|Ⅱ浜M1；

浜田浜凶i

浜川浜幽l

浜田浜鋤

浜側嬰蟻

浜田浜塗

A甑、－011
－

A“－012
－

八蠅哩－，13
－

A“－0M
一

A“－015
－

A劉腿－016
－

AZ卯2－017
－

A2(X12－〔M8
－

A2(]02－伽9
－

A2002-鱸U
－

A2帥2－脳l
－

A2”2－蝉
一

A麺2-噸
一

A…一鴫1
－

A“-《扇

－

A2的2-10,1
-

A“－105
－

A…－1“
－

A“－107

A麺－1侭
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資粋締号 分類 浅 ＃|‘ 朝

A20()2|－】!I() "III JW_この女

A2M)2－1鯉総llll1 不祥

A2伽2-1鵬：l･ブジエ不祥

A2M2-199 不祥

A2002-200 不祥

A堂哩一鋤】 不挿

八“－狸 不祥

A2伽2-2“ 不挿

A2cO2-2ol 不祥

A2"2-205 不祥

A2"2-206 不祥

A2DI階－|207 不祥

A20脇－203 不祥

A20腿－|209 不祥

A2002-210 不祥

A2岨2-211 不祥

A幽哩－212 不挿

A“－213 恭祥

A2唾一Z1,1 不祥

A2唖－215 不祥

A2嘘－|216 不祥

A2”－|217 不祥

A2"2-218 不祥

A2m)2-219 不捧

A2的2－鰯(I 不祥

A2m2-22】 不祥

A2q)2-222 不祥

A2 2|－塑 不詳

A2W-221 不檮

A2 2-225 不祥

A2㈹2-226 不祥

A2㈹2－梁7 不祥

A2002-228 不洋

A2002-229 不祥

A2002-230 不祥

A2帥2-231 不祥

A2(X)2'－鰯2 不祥

A2㈹2＝233 不祥

A2｡2|－勢I 不得

A2“－235 不拝

A2C似一鱒6 f祥

A2"2-237 不祥

A2[腿－|238 不祥

A2[腿－|239 小懇職

A2噸－2‘1〔） 不作

A2唖－2．11 イミ祥

A2恥2－Z42 不祥

A2”－213 不祥

A2蝉-2･141 不祥

A2唄塘一割5 不祥

AM2-2d16 不祥

A2"2-24l7 不祥

A2002-2'l8 不様

A2002-2jl9 首つI)人形

八2002-2恥 不祥

A2002-25】 桁づめ人影

A2002-252 不祥

A2002-2鋤 不祥

A2伽2-2刷 不祥

A2⑪2-2弱 不拝

A2的2-2訪 不篶

A2”一お7 不祥

八訓似－2謡 不祥

A2W-259 不悌

A2C肥－260 硬化空間

A2噸－261 不祥

A2"-262 不祥

A2”－263 イ届祥

A2{肥-26‘1 不祥

A2噸－|265 不祥

A2'噸－2" 不祥

A型唾－267 不樟

A2”ﾕｰｮ鯛 不拝

A2(X)2-269 不洋

A2(X)2-2和 不祥

A20{)2-271 不祥

A2002-2穂 不樺

A2002-2符 不禅

A2002-27‘1 不祥

資料綜母,

A2Ⅸ)2－】伽

A2Ⅸ)2－】”

縦I剛

絵Ill1l

不祥

不祥

八2002-2駒
一

A洲02-Ms】

ｎＭｕく向】／町》６Ⅱ■

｜》｜岨〉｜》

【ｆ
仙勾

リ勾

帥
シ一

Ａ

作者名

斌田汲靴

幾入剛1
－

群l岬

資卵脈号
一

A醐腿－109
－

A割腿－110

ハ2002-111

A2002-112

A望帥2-1蝿

A2伽2－114

A姻阻－115

A“Z-ii6

A諏脳一Il7

A2{川2-118

ハ2002－119

分獺

渡iIm

資 I「ﾄ 名

不祥

不祥

不祥

型lユ鬼になったの

不詳

不祥

不祥

不祥

不祥

不祥

不洋

TARQUINIA ITALIA

不祥

不祥

不祥

不祥

不祥

不洋

不祥

不祥

不祥

不祥

不伴

作将禰 ド|:敗貝敗受入職別

浜[[|鵬雄 1 寄蜥

j砿liIWI 1 寄獅

祇疵浜MI 1 嵜贈

浜miliilt l 寄贈

浜1冊浜靴 l 寄蹄

浜Ⅲ浜蹴 l 寄醗

浜細浜雄 1 寄諾

浜曲I浜唯 1 寄鐙

浜111渋唯 l 寄餅

浜磁鵬靴 ｜ 寄贈

漁田批MII: l 寄贈

浜Ⅲ派&'11 1 許1贈

渋|l]恢』i・ ’ 寄陥

浜Ⅲ枇飢 1 審蛎

汲田浪雄 I 寄鰡

浜田浜雌 1 寄蕊

浜田浜婚 I 寄窮

浜仙醒睡 I 寄爾

浜田洪雄 l 寄蛎

帳Ⅲ恢雌 l 寄晩

浜ⅡI洪鮒 I 寄鯏

渋Ⅱ1iIMII I 寄贈

洪Ⅱ1浜ﾑル 1 符贈

iltlll祇雄 】 寄贈

浜【Ⅱ浜峨 】 寄砺

浜田浜岨 】 寄瑚

浜田i(雌 1 寄譜

浜峨浜蝋 1 寄鯆

浜唖渡雄 l 寄誘

浜田洪飢 1 審爵

浜田腰恥 I 寄詔

浜Ⅲ浜峨 1 携蛎

"H1浜雌 】 寄蛎

狐H|浜雄 1 帝蛎

ilⅧl浜附 ］ 寄撒

浜Ⅲ洪蝋 1 寄譜

瀧田浜趾 1 寄譜

浜田渡M1 】 寄諮

浜田溌蝋 I 奇謙

譲田波雄 I 寄嚇

浜、眠雄 I 審聴

浜田蝉li l 寄聡

浜ⅢiKilt l 寄聴

撰川浜&I1 I 寄聴

ikl1l柧ﾑI1 1 寄鯆

浜Ⅲ恢蜥 l 寄鬮

浜田浪雌 I 寄剛

浜、浜雌 】 寄贈

浜、浜躯 】 寄龍

浜Ⅲ浜踊 1 寄鶏

湊唖膿雛 l 寄諾

浜旺I渋姓 1 寄譜

浜翻浜雄 l 寄贈

浜研I浜臘 l 寄贈

浜ⅡI浜MI: 寄贈

浜ⅡIiliMI 寄贈

浜皿根Ml？ ’ 寄贈

浜羅浜Ml l 寄卿

浜厩浜蹴 】 寄贈

浜田祇鐵 1 寄需

浜田浜蝦 I 寄謡

浜田浜鞭 I 寄鴎｜
浜田砿雌 【 寄躍｜

#:mi"li l 寄聴

鋲剛難li 1 寄噸

浜n1il"li l 寄臘

浜llli!"li 1 寄贈

iltmiMi l 寄蛎

浜I那幽i 1 寄飽

浜Ⅲ浜雄 】 寄贈

浜Ⅲ浜雛 1 簔鑑

浜、浜嬢 l 寄譜

浜朏浜錨 1 審諾

浜III浜雄 1 寄譜

浜、浜堆 】 寄譜

"f[li災鵬 】 寄噺

沢m#" 寄獅

浜、浜雌 】 寄贈

浜田浜岨 】 寄獅

F|;放
一

1浜[[|鵬雌

il砿I縦M1

浜磁鵬MI

洪田iMI

汲Ⅲ派&'1
－

浜Ⅱ]浜』i

寄贈

許1贈
一

寄陥

Ｉ■Ｊ■もⅡＪ■岨１４■１Ｊ

iltlll槻雄
一

浜IH浜岨

浜研I浜臘
－

耐11浜M1

渋】Ⅱ浜Ml

榊一繩

浜Ⅲ浜鯲

浜田浜雄
一

浜H]浜雄

#F1輔
一

存鮒

鋤
一
錨

趣
綱
錘
鋼
索
繩
一
迦
迦
榊
繩
緬
一
迦
釧
鍛
緬
一
錘
錘
迦
繩

鎚
麺
悪
筆
認
麺
翫
錘
郡
細
鋤
細
銅
窪
塞
窪
鎚
諏
郡
潮
瓢
麺
鎚
藷
一
率
蕊
認
銅
諏
輌
麺
麺
銅
蕊

鐘
這
垂
繁
雄
雄
雄
雄
雄
雄
戴
雄
媛
睾
罎
嵯
朧
雄
鮒
雌
雄
戴
籠
塗
謹
嵯
離
靴
釧
剛
鮴
姉
誕
雄
蜑
崖
嵯
嵯
雄
雄
雌
雄
灘
離
童
一
軍
葉
雄
雛
堆
雌
雄
郵
雄
錐
準
準
壼
雄
雄
雄
雄
蟷
嵯
姓
鐘
童
重
鍾
難

一
》
》
職
》
》
》
》
》
》
》
》
》
》
恥
岬
一
》
》
》
》
》
》
轆
一
》
》
》
“
》
》
》
一
》
》
》
》
諏
諏
轆
銅
》
》
｜
》
》
》
》
》
癖
榊
畔
嘩
一
》
》
》
》
》
》

浜
浜
浜
浜
溌
浜
浜
浜
浪
浜
浜
浜
振
浜
浜
浜

田
田
題
田
田
皿
Ⅲ
田
圃
Ⅲ
田
田
田
嗣
鯉
田

浜
浜
浜
浜
浜
浜
浜
淡
淡
浜
浜
溌
溌
浜
浜
浜

１
．
１０

１
｜
岬
一
睡

２
岨

１リ
】
２

０
０

０
０

り
】
２

Ａ
八 座

Ⅱ
凸
●
Ⅱ
Ｊ

・
Ⅱ
４
。
Ⅱ
１
０
０
凸
０
，
．
１
４
ｑ
’
一
句
Ⅱ
Ⅱ
。
■
Ⅱ
Ⅱ
。
Ⅱ
８
．
Ⅱ
ｌ
ｅ
ｄ
Ⅱ
４
．
句
Ⅱ
４
勺
０
凸
マ
ー
凸

○
Ⅱ
凸
０
０
今
６
０
５
．
■
Ⅱ
且
・
Ⅱ
且
凸
Ⅱ
且
凸
Ⅱ
０

・
Ⅱ
４
９
，
．
１
，
。
■
０
ヰ

ロ
Ⅱ
丑
△
Ⅱ
且
弔
０
８
．
③
Ⅱ
Ⅱ

■
０
屯
０
０
屯
６
０
】
１
Ｊ
宅
０
９
．
℃
９
▲

■
９
晶
・
■

A2(X理－1劃

A2”－125

A2〔池－1郡

A2Ⅸ唯一1幻

八ｺ加2-1錨
一

A加02-1”

12002-130
-

ﾍM(1()2-1洲 fl1ii

不作
一

ｲ冠祥

釧
一
繩

A2(XE－l32
－

A2(X胆－133

A2慨)2-134

A“－135
－

A2”－136

A2唖－137
－

A2002-1鵡

八20鯉－139
－

A20鯉－1』IO
－

A2(】鯉－1‘11

A2Ⅸ脳－142
－

A2蝿－1‘13
－

A2蝿－1州
－

A2”－1‘15
－

A“一M6
－

A2”－1‘I7
－

A21腿－14lS
-

A2002-ル19

A200曲－1鋤

不祥

鴎海

『秘瞠壁です』と彼士は言った

不祥

不祥

サツフ:'一

不祥

不祥

不祥

I蒐挫に11災〈

不祥

タイムキ戸バー

辨
鍵
辨
錘
墾
錘
柵

Fl1Wi

がIW
－

師lW

釧
繩
一
錘
錘
鍛
錘
辨
榊

窪蔓不祥

建壷窓Z（ソー鋤シャ1,ﾗｬﾘ

塞
認
銅
諏
緬
越
緬
緬
麺

マキの獅雛

街（パリ2）

｢い､家〈パIjlO】

マキの剛鰕

メスキータI （コルドバ）

不祥

不祥

不祥

自画鰹

メスキータ1 （コルドバ）

不祥

不祥

不祥

不洋

不悌

不祥

不祥

モンマル|､ル（パリl）

DAPIZZAS･MARCOVENEZIA

daPiazzaS･Mar”Vcn“ia

daPi3zznS･M”“V“函晶ITALIA

不様

SanCiorMioM4IwHiuru:VENEZIA

オノL ｼｭγﾗｯｸ蛾のり伝ん

オノレ・シユプラ･リク娘のりぼん

オノレ・シュプツ･リグ娘のりぼん

不悌

ROMAIUKI1;ili恥S,PiUlro-ti噸dElvali蝿ｮ,U

不祥

セロ弾畠

山

ペネチニア

髭

兵士

樅浜（風峨）

パリ･ヒーズillIIド

花 舵交欧

雪餓色？

糊野山

予感

A2002-151

A20()2-152

ハ2002-153

ハ2(102-15,1

繩
一
州

釧
輌
一
釧
繩
鋼
一
麺
榊
諏

A2(X)2-155

A2叩Z-1弱

A2”2－1師

A2(X瀝一I弱
一

八烈刃2-159

A2皿－160

A醐棚2-161

A2㈹2－I62

A2側2－163

ハ2{)D2-l64

A2002-I65

A2002-I66

A釦舩－167

A”－]鈴

A2”－169

A2”－1和
一

A200Z-171

A2002-I認

画
一
童

義
一
裳

遵
幽
画

絵
謹
鼈
画
一
画

饒
一
鑑

榊
一
細
一
細
一
繩

塗
鐸
濡
鑪
壼
奉
霊
銅
認
繩

識
殿
殿
錨
錘
銅
一
趣
繩
釧
緬
一
蠅
緬
錘
鋼
緬
蒜
鋼
釧
州
釧

｜
噸
一
価
一
岬
岬

澗ｌワ
】

〈

Ⅱ

Ｖ

《

Ⅱ

リ

リ
』八

総晒

絵画

細
緬
錘
塞
雲
垂
麺
麺
麺
麺
麺
銅

駒
劉
唾
侭
囲
噸
胱
廠
齢
、

｜
》
一
岬
一
播
州
峠
峠
雌
峠

１

１

一
一

２

”

１Ⅸ
地

〃

》八
Ａ

浜田浜離
一

浜II1汲誰

溌冊祇鮴

浜Ⅲ襲鮴
－

浜Ⅲ浜醐

づ
い
Ｊ
津
祁
０
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類分

錨
鏥
”
齢
”
抑
釧
蕊
獅
鋤
辮
麺
獅
郵
坤
鋤
型
狸
翻
期
燕
郷
斯
郷
鋤
卿
抑
轆
郷
麺
悲
報
”
”
”
抑
測
地
弛
測
祇
恥
諏
細
抑
郷
卿
狸
蝿
卿
廼
郷
惣
錨
郷
卿
湖
認
郷
測
鎚
郵
獅
郵
麺
郡
釧
雑
細
細
細
郷
”
鏥
細
獅
獅
嘩
細

《
岬
轆
挫
轆
恥
鞭
蝿
鯉
狸
辨
岬
蠅
挫
辨
雑
墾
墾
錘
“
鞭
無
恥
畑
岬
岬
岬
罐
搾
羅
錘
蜂
怨
“
栂
搾
辨
搾
挫
岬
轆
蝿
癖
擁
秘
碓
擁
轆
“
岬
“
“
轆
搾
蠅
呼
搾
岬
秘
畔
繩
繩
躍
錘
砕
罐
躍
轆
岬
擁
畔
蝿
搾
辨
碓
擁
羅
罐
錘
岬

Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ

安科名 幡
一
》
｜
蝿
州
一
岬
一
岬
一
蝿
一
岬
一
岬
一
岬
一
岬
一
岬
一
岬
一
岬
一
岬
一
岬
一
唖
一
“
｜
“
｜
蝿
一
恥
一
“
｜
梱

仲数貝数受入履驚｜

寄贈｜
寄耐

寄附’
1 寄l噂 ’

1 寄躍

1 寄溺

11 符錨

！ 寄踊

寄鵡

】 寄蛎

】 寄噛

I 寄贈

嵜踊

寄臆

I 寄鰯

寄射

寒贈

I 寄題

1 審鴎
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|:数風致受ｽ繍別’

1 番鴫｜
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I 寄塞

1 寄謝
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I 寄踵
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1 嵜鴎

I 寄遜

I 寄贈

寄鬮

I 寄鬮
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1 寄鰐
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il州坐の小爪(jlid)'1,1M) ･1州父MI I 寄鮒

久枝〔次{";) 1:111文Ml l 寄附

胤紫 l:l1l史Ul l 嵜囎

凪偲 ’二llltai l 寄贈

海 tIII史郎 1 嵜醐

珊瑚 上Ⅲ文蝋 l 嵜竈

果物 1:111文岨 l 詩認

鳳餓 上川丈馳 l 寄鯨

小薊〈泌岸慨蹴】 上11I"M I 寄附

'1,節（山I 上lll虻珊 I 寄關

'|､品Wllﾙ） 上|||文朏 1 番粥
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肌飛 M1次|と l 寄贈

田圃風殿 上11i漁伎 l 寄贈

杖の丘 上ﾛ1次院 1 寄罷

もう十ぐ欲 土珊次伎 1 寄厘

賊の風娃 t刷次舷 1 寄踊

山麗の牧袋 刺11次催 1 塞惑
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河郵風餓 上lil|次催 1 寄壷
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風願 上旧次催 1 寄鶏
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｢j洲l塒i#ill11噸の"i切伽鯛"),Mij $!illl嚇P1 】 寄鰯

｢illlll:1,IZYj」仙 寄蛎

｢避継坊卦↓軸 ’八の吋洲.直､l 寄噸

文＊絃 腿野惣l:？ 】 寄噺

｢巷の寝判&け】 イ群 】 寄鰯

醤4ハ lが睡興勘 】 寄斯

●ｑｄ■０ⅡＩ

11剛l刺i櫛'11

ﾘ11＃lIlXIWMI

幟
一
岬
一
榊
一
榊
榊
一
蝿
一
岬
一
》

櫛 1ト 粕資fl排･け
－

A20{〕2－紺5
－

A2伽2-696

A2曲2-6p7

A2唖－698
一

A20腿6鱒
一

A“一池

A2側2-701

A2Ⅸ理－702
－

A2Ⅸ凶－703
－

Ag㈹2-70‘1

潤
一
岬
一
吋
一
岬
一
榊
一
鋤
一
鋼
一
岬
岬

涜料番僻
一

A2噸－616

A2{町2－617

A2002-6】8
－

A200Z-6】9

A2仰2-620

A2噸一塊I

A2側2-6露

A2的Z-C23

A剥002-62‘I
-

A2002-Ij鱒

A200Z-626

A2(腿－627

A2“2-628
－

A2”2－629
－

A2的2＝鰯0

A“一田】

A“一鰯2
－

A“一顧

八坪一“

A“一唖

A2哩一蝿6
－

A2(腿一価7

A2(腿－6露

A2”一“9

A…一劉0
－

A…一副1

八…一御2

ハ2Ⅸ廼一倒3

A2剛胆－6j4

A21X泡－6幅

A“－6‘16

A21X班一剛7

A帥岨－618

ハ20腿－619

A2002-6釦

A2伽Z－65i
－

A郷Z一碑

A烈聴＝6剥

A2“－651

A20鱈－655

A20鯉－6郡

A2(X兇－657

A2(X胆-65s

AⅨ畑－659

A2(腿一“I）

ＡＡＡＡＡ

“岬一挫岬岬

塗
麺
識
幽
細
繩
顎

轡1」

笹生僧.状

｢冊11大検之大H1

｢伽登手扣」

｢中津1l1抑六勤方と･は」
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心地流兵饒』I僻'1A|ハ

「 ‐瀞沈手詰之|l鍬j

｢稗法首亀繩忠1『・ML」

|小笠僅證繩之欝」

｢小笠原誰縄昼録』

｢縛掴亥次第」

「t杉公春日山在建と総間j

｢巽子二近度面」IFH)逮瞥遡状？写

夢功桂殿迩1F ('M)

fl訓鋤祝詞lili進協

伽徒l 1付宛Llim lt|111

｢探牽二位」（ﾄﾞ出71

｢樋瞥抑

｢正月七随動向之社」

｢郷国｛下嘗》

｢証」

i借用申重文之半」

岼訓11鴻六段分l

II I I 蝿所・氏名一拡

大漁獲左衛門緬.1)&

｢迩文伽太刀一鯉口dj

k･･･ I笥篭壷｣l下宵lW･･.NDk卿ｨ･''l断片I

蛙代金蕊東証文

『ロl之鋤

1I鴬鵡撒」につ4．て

｢暎蛸村中津河原ﾉ榊分同j

武児・鰯具替_上

飲砲他請取証文

｢疏取申刺

鉄砲調取証文

｢証j (金子罰既証如

『痩誌騒済之碇二iJ抑ﾙｶ』（F密）

呼出松

1脚鉄砲罰覗証文」

｢鰻I)磐」

負続・セツ道具舗取凱丈

｢鴬」（読取証力

呼出状

遥uF

｢1鄙冊f卜鑿罫士とMII

迦
塑
塗
墾
塗
錘
錘
迦
迦
幽
辨
砺
一
塗
謹
塗
銅
輌
幽
塑
錘
辨
郷
緬
燕
緬
一
塑
銅
錨
詞
諏
諏
雨
緬
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塑
墾
墾
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錨
州
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■
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９
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ｑ
０
■
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一
石
■
ｂ
一
口
８
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一
口
Ⅱ
凸
』
■
Ⅱ
凸
一
日
■
合
一
０
０
●
一
■
Ⅱ
４
白
Ⅱ
４
■
Ⅱ
』
ｔ
Ⅱ
４

■
■
■
一
●
■
■
一
色
Ｂ
ａ
６
■
■
４
。
■
■
＆
■
■
０
９
■
１
０
０
■
１
６
０
０
い
一
▲
１

州
一
州
一
柵

｜
岬

０雛ワ
堀Ｉハリリ的Ａ

A2002-822

A2“2－挺3

A2哩型‘1

A2Ⅸ逆潭

A2哩極6

A2” 睡7

A2叩2 S2S

A21〕{〕Z-H29

A2IN)勝一S30

A2〔X)2-531

A2”Z－斑2

A2哩一鼬

A2Ⅸ廻騨1

A甑、一顧

A“2=穂6

八“一謎7

ハ2“＝柵8
－

A2(鯉一蝿9
－

八2mg一割0

AZ(雌一則l

A2(腿－812

A2噸－813

A2(腿一s14

八2002-815

A2噸－8．16
－

A割睡一制7

A割X鴎桝8

A“‐説9

A2唖－3副）

巳ⅡⅡ

●
Ⅱ
Ⅱ
日
Ｉ
■
。
Ｏ
▲
も
Ⅱ
ａ
６
Ｉ
ｑ
角
■
８
Ｊ
・
凸
■
』

釧
銅
錨
鋼
錨
一
幽
迦
釧
諏
緬
一
墾
塗
墾
塗
錘
錘
鎚
迦
錘
趣
鎚
迦
綱
綱
調
詞
羅
懇

繩
一
罐
一
錨
一
癖
一
”
｜
緬
一
蝿
一
純
一
銅
一
報
一
認
一
秘

帝IlWl

Mfll＃

確りL涜料
一

睡兜沓綱

｢勤叫.｜
－

｢勤脚’

１
Ⅱ
。
『
巳
０
．
■

陛囎資料

堅史責蕊

遜拠責料

駛笹責科

騒史涜科

置史涜科

睡史漬ドト

雁史資F1

歴史資制

藍吏涜fi

壁史涜糾

騒史斎料

歴史壷料

匪史涜荊

歴史涜料

獲兜箭冊

厩兜清刷

彊担涜隅

薩兜資料

｢鋤暦」

｢勤瞥j

｢馳害j

｢走聾公卿代以磯光遡代々勤方沓Iも」

｢徒確漣価鰍J鯉

『起勉文､細FZ叩&』

｢ﾛﾘ南側錠坐拡」

『画上皇世」

申通牒

僻上之写

弼貿･ fi宛械息

｢爾な江澗達」

｢口上瞥之勉」

篭

｢武融I恥」

Im'll旧患武雌鯛癖篭二W麩企i吐線之判

鴎建武『苓卿供方齢贋金潮引陶迩付選納之事』

騒竺且『獅伸ｬ閲江脚脱凝疏駁適避輪と事」

丸111茂兵衛内今色惟弓鰯侃樋渡L蓬主
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Ｊ
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Ⅱ
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Ⅱ
号
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口
Ⅱ
沮
口
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■
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日
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０
．
●
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Ｑ
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Ｓ
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Ｑ
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・
Ｔ
Ｉ
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声
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】
口
Ⅱ
８
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９
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純
一
釧
緬
銅
緬
銅
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１
１
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櫛ド|･瀞､W’

A2帥2-955

A2“堂-9弱

A2α進一9読
一

A2帥2－鰯s
-

A2002-9調

A2002-9Ⅸ）

A2002-961

A2Ⅸ廻一962
－

A2蛾－963

A2002-蝿1

人“一鴎5
－

A割偲一鴎6

A2002一蝿7－l

A2002-067-2

A2C偲一Uliﾂｰ:｝

A2鯉-猫－1～Z

A2Ⅸ世一妬D－I

A虹哩一艶9－2

A2“－970

A2噸-97【

A2噸－972
－

A2的2-9詞

A20U2-97il

A2002-僻5

A2002-9浦

A2002-9万

A2噸－9浦

A20似一蝿O

A2Ⅸ泌一(156

A2蝉－087

A2(X凶－9sl

A2(X泌一982
－

A2Ⅸ凶983

A20【蝿－9$1

A“-鱒5

A2地－1噸

f|識

1

1

1

ﾘ
ーーニー

1

1

1

1

］

1
＝一二一

I

1

1

1
－

1

1

1
＝一二一

】
一

1

I

l
－

l

l

l

l
－
U

－

I

1

1

1

1

1

1

1
－

】

1

目蝋 鋤
一
繩
一
細
一
銅
一
銅
一
岬
一
岬

樹料誰･5-
－

A2”2－918
－

A3唾－919

A2”-920
-

A2卯幽一里1
－

ハ2002-蝉
一

A2C鰯－9鯵
一

A2”－924
－

ハ20鰯－925
－

A20D2-926

A2(、－躯7

A2”一理S
－

AZ”－929
－

A2噸－930

分類 櫛 ネ:|・ 名

彫刻抜けがら

彫刻いのらぁ剛珊{砂触醐ウミガメの子の如く)）

銃剣

灌史託fi石剣

エ芸新糸威" (兜 広柚等付）

工巽紫茶糸峨具足【具足撒付〕

工芸蹴罷

工芸 ：||糸威二牧刷凰ﾉ土

工芸橘職竹巽紋僻鎖昏道異

工蓑識↑梅葵紋禰絵恭蕊笥

工芸歌合葬絵脚続耐

1二芸歌合蒔絵剛補

工芸張盃

工藷張盃

工藷銀歴

工芸凱銚7‘

工芸凱製卿

1二芸銀製鵡

工蚕歎草礎齢繊提亜

讐跡三一卜六人断念

讐跡上杉僻lII1W: 「肌･･･」

櫻跡上杉鷲山111. I雷…」

11F跡 $l11J『Wllul: ｢II上牧,.．」

瞥跡荊眺､14WIIIII' I爽網…」

番跨宮島詠士Wl 11蝋抑錐…」

囎跡宮島識士掛「花近満搭月禦軍栄－．．」

聾時雲井測雄僻「温楚寒苛･･･I

桧両券夏眺冬蒋撫図燕

匪史涜科上杉謙隠篭if状

総面近江八鍬IMIjﾙ肌

COROLハI)O

MA]L】X》X

NAIL

ⅣYCA1・

PIハT臆

彫刻蕊悪輔．そしてバラの影、そLて交信

作巻名

鈴木浩明

喪 朴 塙 作者名 ド|:MFI数挺入種別

｢断"＆（下碑ないL韮力)」 1 寄贈

建［写【但シ本文ノミ1力） 寄醗

進粥 I 寄壷

呼出.伏 ’ 寄賄

呼出､似 ’ 寄蒲

MI;帆 寄僻

MI1ド 寄1W

反故紙（包紙等） 寄囎

包紙 l 寄馳

I闘篭没ぴ碗寅之由来」 1 寄憩

『伽武平家系画」及び路年調 I 寄醗

上杉輝虎啓状 l 許鱒

脇揃雅銘 ’ 寄附

脇州nririnMi光 静蛎

ml1'I 梯瑚

M( I 嵜硝

Mf (紅白） 】 嵜譜

端艇 】 寄蕊

人 鈴木実 I 寄飽｜

駄渕身の肖隙 鈴木実 I 寄踊｜

スヶ.ｿチブック 詰木夷 I 審躍l
MetnmOrphosis (ff# llil '幼虫・鋤）鈴木箭明 l 寄贈

McI:1nbO1)llosis (M成虫） 鈴木浩明 I 寄蹴

鯉kえ 鈴木浩別 】 寄蝋

いのちの琿勢 鈴木浩明 】 寄購

喰存システム 鈴木詰明 】 寄譜

纏胞分裂(CellDivisicnl 鈴木浩明 1 寄醗

蝿熈 鈴木浩Iﾘ! I 寄鱸

j1;|ｲ背に希望を託十椛帖薪 鈴木浩明 l 寄噛

』|§への執滞 鈴木浩明 l 寄晩

;l晩い命求める乎蜘 をきし伽ぺあ手鈴木浩Iﾘ］ I 寄瑚

裂かれた牢獄 鈴木浩明 l 寄蝿

守l)人 鈴木浩明 l 寄罷

1部罰f柚 鈴木浩羽 1 審閣

没刷性の生命壽 鈴木浩副 1 寄惑｜

叫ド扉 鈴木浩畷 1 寄篭l
lanvirOIImentalcriSiS (蝋城蝋危機〉鈴木油珊 1 寄購’

1

1

■１凸０Ⅱ０■１Ｊ

鈴木浩Iﾘ！
－

鈴木浩叩f1;|ｲ瀞l岳希望を託十椛牝計

り§への執滞

11kい命求める乎救ﾚ をきし'〕ぺあ矛

拠かれた牢獄

分矧

Mf史青踊

齢木浩刺

鈴木浩甥

墜史箇荊
一

璽哩箇脚

隆史鄙I‘

麟史荷､‘

脳史鋪1

W銚・耐｜

歴史州:｜

歴更耐｜

座哩商科

堅史置科

睡贈缶何

薩吏苛I:I

割
一
顎
一
州
瓠
試
一
試
一
ｕ
二
唖

1l伴入

11＃入

岬
一
雌
一
蝿
一
鰄
砺

岬
一
叫
一
雌

羅史ff↑｜

腰乳I慨I'’

A2002-鯛'
一

ハ2002-鵠2
一

A’002-鯛3 州
一
鋤
一
認
一
銅
一
函

鼎
一
蛎
啄
”
蠅
卿

一
睡
一
》
唖
一
岬

一
》

『２伽２Ａ ”
砺
一
騨
廊
一
雌
応

鑑閥

彫則

M盤IIA2002-里O
－

A2002-鯉]

岬
一
雌W艫リ

彫刻

彫刻
一

睡副

惑則

A2卯Z一黙2
－

A2”2－913
－

A2噸一鯉4

A2哩一製5

A2的2－弧6

”
碗
一
碗
瞬彗

型
秘

誹刻
一

那刻
一一

§l頬リ

購入
－

11＃入A200Z-帥17

８
９
剥
剥

２
ワ
〕

０
０

０
０

ワ
】
２

Ａ
八

峠
一
》
｜
《
峰
一
鐸
一
癖

一点
一

一111

'1M人

11附人彫刻

彫刻

劇:刻

彫刻

彫刻

露刻

郵
郵
唾
翠
卿

皿
哩
“
哩
唖

八
八
八
八
Ａ

２
２
２
２
う
】

却
岬
一
華
挙
毫
諄
誌

岬
一
恥
一
恥
鮴

(2)保管

資料管理データベース調整・登録

昨年度に引き続き、データベースシステムの調整と、資料の登録作業を行った。
館蔵資料＝原資料．二次資料（フイルム・区|譜:資料）

(3)資料の修理

理
閉
鮖

修
珀
錫

の
０
０

剣
Ｎ
Ｎ

刀収接
刀
刀

2口

銘羽州米沢住赤間綱信文化十四年五月|］於東都鍛之刃長68 6cm

銘米沢住宗昌造之／天保十一年八月日 刃長692cm

(4)受入図書 (個人よりの寄付分）

分顛番号 辮 名

lまるかきる芽をこえて

江芦の危撮詩卿

上杉溝【【1,2“年荊の行政改革

哩I螂シンポジ,”、

地域文化を肋ねで

FUTAON《}･柵

FUTAONo･40

むくどIJ "17¥

ひと裳くやまがた文化の同記録戦

ひと咲くや童がた文化の国記羅繋

加藤善災遺作腿

山里のIIhの災'二野が降る

Illrl'三､ドヒ11;11Ⅲた』ぅ

箸審煽 》
｜
轄
一
魎
一
却
一
稲
一
岬
一
恥
一
恥
一
恥
一
Ｋ
｜
誰
一
飛
一
岬
榊

野 名

土畑凌薩這築

士田次伎盲集 19", 7．7

食説画家I島会展5師11

永滴銅の造唯

今こそ紘青

秘学生 奨学生OB、父朏からめ便1J

奨学生通信

111里の怖の実に雪が降る

間位70年誌

〃刊美術1月号鋪鰯憩輔1号通巻2鈍号

肝lj萎術7月号鋪鮒懇輔7号途巻3翠号

記録史料と日本近世祉舎

記録血料と日永近|ltil金11

霧者名

礎領県立美祷蕊

Z10．5

K2鋤

｜
｜
’小榊ll宥子

一

慨鍛i件洲I

岬
細
細
》
郷
蛎
一
鍛
一
蹄
一
州

テレlざユーllIjI3

英祈人

共補人

淡田庇介先生をMぷ会

2繼記山形文化創患農凝実行委員会

2曜紀山影文化制遥会凝髪行委貰会

加漂拳子

山中_畠平

111巾三平

近咋111史
一

Mi野縦哩

近野鞭鯉

111中三平

lIl形I展立難沢興譲飼寓零学脱

中野陰

小川礼子

記蝿史料研究会

記縄山科.研究会
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》
｜
岬
一
榊
一
祠
一
頭
一
》
一
加
一
加
一
岬

緋 名

未洸〃あ全〃蕊似側蛎謹号平竃14年6甜

唯沢侮あ会々誌礎Iリ猿記号平成14年6皿
脆凋

大顎亮措展

むくどり恥I8り

11碓剰代鵬剛展20m鋪8回

11*111服縫術旗巡l岬雌2002

ilMht"8り・

fl'im( "IIり，

米沢凧上拠輔2帷

佗'二将いて

3権の水

撚が僅わり堂寸宣言

戯祝恥かてもの誕代纏梅学者

瀧澤輿譲戯野球砿史

泰沢廃譲闘岡窓金灸棚篇釦号

米沢興銀航阿謝金金械輔30号

米沢側鑛伽脚恐金鋤M"31¥

堆洲興郷帥il惑会食袖輔31号

UIIUt峨邪研弗鋪16M･

上杉罵山公と胴上の幾人を風杉する会会嶺共うぎ人篭泌1

m脇眺輔5穆恥9吟(巡巻輔弱号〕 平郵痒9m￥
棚〃平洲紘愁

金砂郷の近椋V01.,5

ilﾖ放輔29¥

JLHM: 1Mt

ｲい'倫挑｜卿卿

殿帆撚かでも”理代棚物学考

先人顕影創刊号

先人穎影第2¥

先人顕彰跡3¥

先人顕彰第4￥

先人顕影舗5号

先人顕彰筋0号

弛人如膨輔7跡

先人NII嚇鯆8M'

光人別l聯IWIIf'

先人剛彰卿10り，

先人馴膨粥llサ

光人狐聯輔l惣琳

通人槻嘩恥12¥

上杉虜l!』公と蕗I:,の伽雌馴@対6監会諾ようざん第】￥

上MI1』公と§吐砂兜人を馴騨･ｹる会会報錨ざん轆号

kMI11公鯛蠅の先人を剛@汁る会会報ようざ人輔3埼

測謹凹職と郷tの兇A諏叶蝿金倉綴ようざん臆将

tl鑓山公とり吐の艶雌囲砥する全会藷蕊ざん轍59

k秒魔山公と躯上の先人ぞ別紗『ら会雲ようざん輔6号

上杉鷺山公と轟土の罷人を頚砂する会会報ようざん輔禰

上膠男山錐野上の党人t風影寸も全会転濁ざん壜8り

上轄冑山鮭郵tの進入を駁陽寸&会会憲蕊ざん龍9¥

上拶虜山公と聾tの毘人を瀬秘する全会義，ようざ乳‘輔l”

M"11』公と砥上の鬼A樫岬する食会報ようざん輔llW

雌臘111公"MIiAfHI"1.も爵鍔liようざ人荊鰐1剛¥

M#IW111公と城kのII;人鮒岬する食会判ようざん巾l31･

上杉鷹l1』公と副|ヅ恥人を剛"1，る会会制ようざん輔l･IM

こ似腐11』公と石上の雅人をIi"･ろ会会制ようざん輔151

上暢麿山公と図上の篭人を鰯騨すも会会擬まうざA，罰6り

鵬鷹111紮毎土の滝Aを卸吋ら全会蕊ようぎん瓢7サ

上は鴬曲公と悪fの氏A2開櫛する会竺蒙鼻うぎん凱鰐

上幡掘曲無掘.liの党人を磯彩.『ろ妾会瀧濁ざん罰蠅

上i郷山公と軽tの党雌胤靭すら翁会籔ようざ入幕郡￥

上杉虜山公と蹄との鼬人を師汁鎧全案ようざん第2IW

ムは鷹11戯と郷I鋤灘Af罰鯵rろ全会報謝ざん舗睡牙

上偲燭山公と鼎tの篭人密圃砥する全会籔蕊さ瓦潅璽り

著新名

4､問薦

小関風

鳴安(痴門

間1ll'll聾鵬鰯

ikIIII側介先生を偲慕会

雌恥叩1"'li

ll･州Ⅷ鞄術簿辿りI

》
｜
》
｜
桝
一
》
’

啓 名

上撒侭I唯とⅥ&の随Af胴鴬する全会慨上褥人

-鴎蜘j麩囚”罷入を園秘する会会繁ようぎA

上鯵溝lll壁怒tの光入営獄鯵する会会筆罰ざん

地方箭齢分朱製棚騒幡回雲

改印職銀の汁馴

再考占lll繍刈さiⅡ山分矧

111|形聯文化山岫1巻

蕃潴名

呵嶬貝禽

"#I嵯員灸

鹿雑書貝会

共同出醗

共同出版

兆、出版

識
一
》
一
識

ﾒL山jだ

l･嶋村fW

八Jル山側

JItil(MAI仇金
一

ikMW

上杉Wlll
－

肌盤111形lAM|鯛測8
－

1〈2洲 米1J<IIj

鈴.|､|111f,lf

I趣沸郁「

高鶴峨了

禰照』F人

押撫譲鹸野瀬蕊吏霜壌婁例会

Wi卿蛾餓阿窓会金報砺蝋魯側翁

獅測開鰻鮒岡窓会会報幅囎養側金

物I辨綱侃個I患禽会鰕隠朧婆闘魚

1覗卿砿伽側惑禽会報需鱗要目倉

八盤栽上

";fN撚側魚

刊地』卜稚f

鯉知侃】ltitili

VIMW鏡ﾘ腿馳飢

"(柵抽禽

礁猟'1．

"M1'l

イiW1l1･人

先人顕騨金研究・出腿昏例会

出胤溝同翁

M1醗舎凶会

出跳後日会

出触書日金

川賊盛岡念

llll脆魯貝禽

llll枇侭制禽

Ⅲl汝猫員会

肌l遡啓貝魚

川W噸側灸

111吸犠純金

ll'蝋姿伺金

上,1#E11』公と郷1:の先人を陣騨寸＆翁

M#g1l｣公と郷土の先人脅圃聴十る金

剛蝿111公と#吐の先人を顧嚇･1.局魚

上1噸山公と秘．fの先Aを融聴十る金

上卿鷹1l』公と郭:この光人を庸嗣･る愛

上lia11｣錐と巳士の先人薯濡騨･『る会

上鯵気山袋と郵上の捻人を源諺十ら会

US慨婆目金

蝿報瞥制全

膜粗密間魚

";#ll審撹公

J州峨側禽

l州|峨上1灸

#;111"1'1f

IMI1afi*

MWI,善圏全

u､Ⅷ饗側会

砿報啓伺幻

雌報畳例会

雌柵響側会

峨報香関金

幽棚鶴卸金

広州灸例会

峰
》
｜
坤
一
》
｜
ｍ
錘
》
｜
獅
一
轆
轤
》
｜
岬

慣賊輔27り・

懐瓜輔踊り

父から蛾へのシュイク汎ビア

上牲寵文宵、鰍剛fu訓年3月

大塚亮治聞鋤飢昨

米叔父化堆沢H0蕊臘文化鳴会劉腫一狸号

駈狗の武田IR

名刀と〃盟典

ふお碁と侭|#妃fr

卸参鋤伽迩EIIII舵

師鯵勤仰迩EI1IMd

身近を仙物身仙てできる*イチャーケーム

川西可の他物『どもの遊び穂平成15年2m

世鵬米択の〃1.と金1-師たち

糸から②l』じまl）

はもれぴ

ギ･I,ラリー.,MM>”･VOL,6．9－19”

TAKAIlll)lE KD1I(E I小池陳兆〉

鋪一生耐1Wギャラリーi1磁作品躯

V0CA隣i97

未来のノスタルが一

理代II卒の水泡喪班

江戸期の薄故に？ぶ埴方の吟代

山形曝絢絵脇

松坂卿jM'歌蝸kも

機姫二郎jhIIXII: Iざ他

山形股過33叩雛

米沢鵬眠拠"､伽

人あまたあどIuぎて

おきたまい化11ﾘﾄ11 敗号2”I9

おきたまめ化w】1．22噸春

おきた当の花vo1.3WX

三平らllL

＝平二llL

ピエロの歯灸同名側平唯】3年,1恩現在

恵舟揃院腱IMA雌

笥の苛

雪の皿

里の謡

雪国からコスモスのたより

雪の下からつゆく碁的歌が聞二える

雪がふるめじ塁いが匂令

雪副から悩伽たよ'J

雪隠|から|”〕たJ1』

樹1期珊史城侃〃金

剛咽墹蛾､慨〃食

多、尭韮

文化Ir文化財侃襲醗蕊翰匝芸課

大壕亮詰

馳間縛

霧碗『葬土博物飢

箙伎市郷土脾物航

事典砲ミチ

餓涕慶論

餓涌慶治

島挑式藤

島貢武謬

混同正

鈴木登子

本郷健一

ギハ'ラリー‘iM

アキライヶダギ1，ラリー ｜Ⅱi''’

第･･生制識蛎識l山柵倒峻刻陣鍵

VOCA屋実行餐削金

山影婆冷鰯学墓諏

桧谷区立松露錐附鰯

高怯凌業顕騨鹸

山形擬迩博物航

松坂二郎

怯坂二郎

側i価剛

北条ﾌと、

蛾好良寅

ピエロの会リ蛎伽）

ピエロの会恥勝鮒

ピエロの会4峨船

山中三平

山中三平

ピエロの灸馴騨刷

曲1金腿作品帆繍雌發目金

山中三平

山中三半

山中三平

山中三平

lll中三平

111中三平

111中三，ド

IIIII】三,ド

lll'l｣ ;il4

11III1弓il4

山中鴬平

ギャラリー長藤111

耐水聡

涜婆暴

違態誌

花ヶ削騨洲

馳韮章

羅ナ前臨I開

iEヶ前塵1脚

恥
一
榊
噸
一
榊
一
蝿
一
跡
一
秘
跡
一
獅
一
剰
一
御
一
ｓ
｜
鋤
加
一
鋤
一
脚
一
幽
一
伽
一
畔
一
錘
一
騨
一
粋
一
》
織
一
御
一
御
一
蜘
鋤
一
鋤
一
岬
一
榊
一
榊
一
榊
一
御
一
榊
一
》
一
》
｜
》
》
｜
侭
一
榊
一
榊
一
岬
一
榊
一
御
帥
畔
一
岬
一
》
｜
鋤
“
一
癖
一
秘
》

”
侭
剛
一
恥
蝿
一
癖
確
認
睡
一
罪
一
獅
一
馴
皿
一
噸
蜘
耀
一
鋤
一
御
函
睡
岬
一
跡
罐
蝿
一
癖
一
癖
燕
恥
恥
蠅
恥
恥
一
恥
一
蝿
一
唖
錘
一
鍔
一
鋤
叫
》
｜
》
》

罫摩|のIlIll1か’
－－

野圓のllIIllか’

1，Fﾄぺｩだが|lllこえて<為

I〕尚くうたが冊にえてくゐ

山里心l'l'の塊に府が脚る

鈴,ド芳子蛭

剥代腿挑学の蝿麟と課靭

民法鍾酎

艮濫( l I睡剛

中世越挽の醗史

主んがL砂蝿侃ものがた』）

上杉巌閃

上鯵謹侭火辞典

(5)資料貸出・特別利用

■平成14年度資料貸出

岱M朧i料点数州:可1IHJ 鮒｣jjMIlll lll' 11I M Ilf川|ﾖ伽

腱覧会「福王寺法林一磁腱」で展示
するため

(1113年脚
2

|4jfi(1年41月6【」
～5月26日

Ⅱ映る剛（柵王寺一彦) l#j東京ステーションギャラIﾉー

夜の自画像〈瀞貞雄）乞う人〈桜川:祐
一）正樹の順（桜井輪一） 3典

展覧会「単北の作家と風土」で腱示す
るため

ド虚ﾙ1年9月6日
-11月1S日

井原市立IU中掩術餓！

平成14年9月7日
－9月20日

小林仁尚像写興小林薫略系胴2点青木厚 先祖顕彰のためツ
ー

ll



■平成14年度特別利用

利用資料・点数利用目的

魚津地方の地色研究のための調査

｢加茂市史』細ざんの櫛::|･とす為ため

卒業誇文執筆の鋼:lと1-るため

利 附 者 ’ 利州区分酢可番号I 利用日

杉原文書より上杉紫蒔書状 1点

上杉文番よi) 松岬城喋側（堺奥）
lﾉM

lll 'l｣烏合蝋閲li#M(淳真) 1点

上杉文書よI) 景勝公御書ほか3点

熟覧・蝿影平成14年‘1月2911 紙谷侭雄1

槻巧加茂市山細ざん寵2

似弧』勝亦あヤ、3

苦謹的情報の確鯉閥正

広<社会教育ﾘ螺に活用するため（村上11j
郷土資料館で腱城）

熟覧田中蜜志平成ﾙ1年5I119BI

その他（似製
パネル腱示）

越綾国瀬波郡絵図 1点

上杉文沓よI) 雁代古案・刻而仰
ﾘlIi
些dMq

上杉家文沓Il l) 上杉定勝誰古衆卿a
か52点上杉文書より古漆ほか15点

村上11j5

続群書類従完成会

作成のための将陥
|ﾕ成ﾙ1年7jj l81 1

~1911
熟鷲羽下惚膠(』

平成1-1年7ﾉ1181 1
～19日

熟覧・猟彫'二越市史細ざん室7

宇泳江文書より下問頼歴副状ほか
(享真） 2点

複写小泉雛I*8

風儀（窪勵紫鵬) 1点旧蔵品の記録‘ 1陥存のため佐漉（ひきし） 裡写9

熟麗，帆が
撒影

上杉文書より松岬城埠図 】鱒城郭建築研究の涜料･とするため掻岡利郎平成M年8116tl10

NHK教育テレビで放送する番組『雌史で
みる日本jmll作のため

k杉家歴代藩主隙ほか9点擬影F成1-1年8)128H NHK教杼瀞組部11

牌林氏先租研究の憐料とするため lll中島合戦図I沸風（写真) IfjfWll1iZ M仏』i2

轆覧･撮影 ｢石川町史」綱きんのための調査 1:杉文書より陵代古案 1点平成M年8月30日 石川町教育鏡貝会13

小林家和算免許状ほか6点平成M年911711 青木厚 熟麓 先祖諏彰のため101

『石川町史j柵ぎんのための調交〈第13．り･め
追加申諭)

山形県造形牧宵liⅡ究大会米沢大会におけ患
公開授業のため

|:杉文神よ|） 朧代古衆 1 ,'l,平成】PI年811301 門川1I『｢牧背猫例会 熟髄,M1M;'5

|||形ﾘi蝿形牧Wiil｢究大会
米沢大会爽行義員会

熟随 渦【|'洛外図解蝋l隙ド政l,1"11月8[」16

平成】~1年9月27H 全国美術刀剣青年会 熟覧 苛々刀研究のための副査 赤羽刀仙1975ほか9点17

山形県造形教瀞研究大会
米沢大金塊行霧目会

山形県造形教行研究大会米沢大会のための
準備授業のため

平成14年9月26日 熟鼬 洛中洛外図（裡製） 1点18

ul形ﾘi蝿形敬Y『研究大会
米沢大金塊行衝員会

山形県進形牧Yfiﾙ究ﾉ<会米沢大会のための
地術授業のため

|匹成].'年lO"制l 熟'瞳 W|]焔外側（腹jW) 1 .'h'9

山形ﾘﾊ逝形敬育研究大会

米沢大会突行壱員会
山形県造形教Wli)|:究火会米沢大会における
公開授業のため

平成14年ll"8R 熟瞳 浴中浩外図屏風（写真版) 1#』2(）

平成15年度に棚雌する蒋別展「蓋倉抑家人
平子氏の西遷・北遭Iのための調壷

上杉象文欝よI) 足利迩髪御敬帯ほか
3点上杉文沓より古文替集ほか3点

平成14年10月22日 榴纒市歴史仰物館 熟寛21

山形鼎逝形牧育研究大会
米沢大会拠行窃員会

山形県造形救存研究大会米沢大会のための
準備授業のため

Izjf1-1¥10Ⅱl7p 熟髄 渦中洛外図屏風（写真版） 1点22

山形咄磁形牧汀研究大会
米沢大会実行杏員会

l1l形県造形教脊研究大会米沢大会のための
準備授業のため

I晶成1,1年11j1In 熟聴 治中溌外図屏風（写真版） 1点鋤

その他（提梁
での鋭償）

平成,1.1"ll"121」 米沢市立鮒沖学校 美術捜索での鑑哲のため 滞中洛外図〃f風（写真版) 1jj2‘1

平成15年度にI11ⅡⅢする展覧会｢地平細の似｣
のための調盗

平成i.1¥111128[] 蕊京凶立近代奨斯館 熟髄 浪旧浪雄Ⅱ記ほかI5点25

中山域跡調盗報告帯の執筆のため街逆・一
里塚の詞去

上杉文譜より米沢伊達信夫伽絵I削
奥州仙台領絵図2点

F戒1.1年llfi2711 '二山市数奇鋸閲会 雛瞠・擬影26

日本テレビで肱送する詩聖『ズームイン
スーパー』制作のため

平成11¥12fl3m 日本テレビ猫成局 撮影 上杉文書より網年文書 1蝉27

『上越市史｣の別柵1 I上杉氏文書柴j柵さ
ん・原稿校iEの浅科とするため

上杉家文劃:より関束幕注文ほか（埼
") 58点

上JI"1|『史細ざん室

山形放逸米沢支社

似写

|胎影

28

山形放送で股送寸細併組I上杉家と金剛流」
制作のため

Iz成川年12II I31 iMi就地膿文狩衣 1点29

形原城跡の発掘閣在および形原松平氏を『I'
心とした歴代雄主研究の資料とするため

渡辺呂弘 複写 興服鶴吉良邸総図面（写真) 1430

平成15年2"11B
～12[1

中近世文書の微式（折り方封式なと,）の
比較研究のための柵様

上杉家文臂よI) 遊佐続光書状陣か
6J!」

野田蕊 熟鼬31

42



卵聯号’ 利用|］ 側 川 者 利"｣区分 1;ﾘ川目的 利用資料・ ・点数

文科省中核的研究拠点形戊プログラム|､ 1li

近代日卒の史料遺亜プロジェクト」のため
の古文書詳細調充蛎I)方・紙質筆跡な
ど）

古文書の形態制迩(1l[火史料編纂所の古文
盤調迩および上杉顎文普の収納形態のlL
学）

平成15年度にW川Iする聯別蛙「叢倉御家人
平子氏の西遅・北遷|のための棗査

平成15"2月10日
~12IJ

上杉菜文書より上杉蟻信註状ほか
!d16点

32 照京大学史料綱孫所 熱愛・銀彫

｜
棚 平成15年2jllll l

~1211
熟箆その他

(収蠅M1凡!糊
尚慌充 |:杉蛾･文書（収$|I形雛）

'2杉文書より米沢藩諭士系似1ほか
117"

平成15年3月6[] 撒浜市朧史他物館+I 雛覧

35 平成15年3月2111 川村饗一郎 義電・撮影 k杉文書より信州雛華系ほか4点

上杉文書より米沢伊連傭夫抑絵図
"l速'耐夫地方絵図2点

F成15年3月13I16 IT1呆消同 塾覧

平成16年座間航予定のWi渦市郷土歴史仰物
館（仮）の常股肌ﾉltグラフィック制作のた
めの調査準附中のlW物鮒建設の参考とする
ため

熟沈‘その他
(バック-1,-

ド見学）

Wi"TIr郷土服史|W物館建
設室

37 ilz成15年3月13[I 上杉景勝像 1点

黙覧・その他
(パックヤー

ド見学）

平成17年展示予定の河田家資料･に関遠する
資料の謂奈歴史資料の収雄・整理保祷など
の参考とするため

3S 平成15年3月13日 長岡市立科学博物鯨 上杉殿勝像1点

｜
制

平成15年12月発行予定の江戸時代のはI絵
朕l郷帳に側寸為研究番執筆のための訓虎
(第36号の追加申11W)

上杉文誉．より‐ ．出羽宮･IKI抑絵図ほか
8戯

ド戒15年3n1311 FII製消rrl 熟覚

平成16年度開館予定の新潟市郷土歴史博物
館（仮）の常設展示グラフィック制作のた
め

郷土に関係する鮒窓の涜科目録作成および
跡部氏研究のための劉在（第35号の追加申
請）

斬掛布郷土歴史博物館建
股室

10 複写 上杉景勝鰻（写真) I"

I璽成15年3月2111 川村饗一郎 熟覧・臘影 上杉文番より諸士系図ほか5点'1

(6)写真資料の貸出

資 料 端 件数 資 料 名 件数

淵中浦外図 神保蘭室像
【

‐

Ｉ

山131

上杉叢文書 援鐵の図〈狩野文信）52 I

上杉文需 厩図屏臘18 I

趣後側郡絵図 夜の自klliig! (WM{MI)12

竹bu1細撒 乞う人〈縦J州i一）Ii

伽f秘政倣 正樹の剛（桜ルWi-)h

111中胤合誕図屏風 メリダの日（遭膳桑珠） 1

上杉麗山像（左近司惟券） タイムキーパー（浜彊浜孟）3
守
り

かてもの 霊気楼（浜、艇雄） 1１

卿縦il'{之図（窪島政男） 〔題名未詐illl彩uII] (浜田浜雄） 】3

蕊,I:|･松11'I IM 歌合群絵肌W I呵
興

上杉鵬山惚（上杉熊松） 歌合薄給!'ﾄ紙↑fi2 I

細井平洲朧 成島嬢 ！2

鵬井堰蒋成の図（狩野文憶） 上杉茂輩肖像写興 Ｉ？
』

上杉寵雌代藩主像 上杉紫勝倣 12

kﾉJ (銘長船長光） その他（__:次櫛'll |など）I

蔽江脈統像 I
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管理・運営

(1)利用状況

平成14年度入館者統計

(単位：人）常設展（月別）

合 計高大生 ｜ 小にI!§)l 一士 股

7.3804 月 197 3146.869

13,2945 月 7()6 1,06211,526

6 月 978 7,6026,279 345

7 11 636 6,7775.809 332

8 月 13,190 990 2．7別 16,934

9 月 9.8348，675 431 728

10月 9．508 184 692 10,384

11 月 6，870 414 726 8010

12月 1,564 1.73549 122

1 月 1,205 57 70 1,332

2 月 2，625 12] 98 2,844

3 月 3，276 220 204 3,700

4046訓
Ｆ
Ｅ
か
０

今

ロ 77,396 8，384 89.826

企画展別入場者数 (単位：名）

企画展名・会期

上杉家の至宝二

平成14年4月20日～5月19日（27日間）

風土の画家遠藤桑珠（前期）

平成lf1年6月1日～6月23日(20日間）

風土の画家遠藤桑珠（後期）

平成14年7月2日～7月21日(18日間）

近くてなつかしい昭和

平成14年7月30日－9月8日(36日間）

いにしえのロマン米沢考古学のあゆみ

平成14年9月21[I～11ﾉ･141: I (39日間）

わたし自身の肖像鈴木実木彫展

平成14年11月231 1～12月231:二I (27日間）

戦国を生き抜いた上杉氏一国宝｢上杉家文割の世界一(前期）
;IzilM15年1月18日～2月11日 (21日間）

高大生 合計一般 小中生

13,317 555 988 14,860

2,726 328 53 3､ 107

2 170 252 152 2574

19,789 1, 104 1 ,707 25,600

8,256 239 387 8.882

1．629 61 244 1,934

1.702 6］ 17 1,810

1,939 138 l1 2． 118

51,528 2.738 6,619 60,885

“



(2)平成14年度発行書籍

'＆噸しえの回マン
ー

両
一一一一

’

■別町古宇体皇ゆみ

蝋 ’

表
=蝿と』シ象毒蕊 I

言芝一一､､､ﾉｰ〆 雷蕊 ”
ih鮒執難

ー■皿…且＝

『上杉家の至宝二』 「風土の画家遠藤桑珠」 「いにしえのロマン」 ｢わたし自身の肖像

鈴木実木彫展』
141FI

平成14年11月

1,0001111．発行

64頁

平成14年4月

3.000冊発行

96頁

平成14年6j」

1,000冊発行

144頁

平成14年9月

2.000冊発行

‐浄

謬罰

里

｢図税国宝上杉家文普

～古文書が語りはじめた～』

160頁

平成15年lj」

3,000冊発行

（3） ミュージアムショップ商品紹介

平成14年度に新たに開発した商品のほかに、当館ミュージアムショップの人気商品を紹介します。

ド

i･立版古大lll"1.I (新商品） iぐいのみ」
カラー 3杣（紫×アンバー‘緑×アンバー‘紫×ブルー）

｝’
鶏 認?“

○
Ｊ
畦
》

酷

『タオル.|｜
カラー ′|色

『ハンカチl
ｶラーサイズ（火） 2色（小） 3色
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組織

－「王杉博物館協謹全」 １
１

阿扇去人米沢上杉文化振興財団
理事会 理事長

副理事長

常務理事

理 事

ｊ
－
ｌ

一
一

ｰ

事務局事務局長

事務局員
学芸員

米沢市上杉博物館協議会委員（平成15年3月現在）

後藤 浩 小学校校長会会長

鈴木 登 中学校校長会会長

伊田昭子 社会教育委員

齋藤千恵子 青少年育成推進員会会長

樋渡由美 PTA連合会母親委員会委員長

伊藤則久 学識経験者

遠鵬宏三 〃

上杉虎雄 〃

澤井昭男 〃

塩川智子 〃

内藤文徳 〃

山村洋子 〃

横山昭男 〃

吉瀧彰浩 〃

我斐雄子 〃

1

2．財団法人米沢上杉文化振興財団

社団法人上杉博物館が平成2年3月に解散し社111法人上杉博物館が平成2年3月に解散し、かわって財団法人米沢上杉文化振興財団が平成2年

3月221 Iに設立され、米沢市立上杉博物館（平成13年9月29日からは米沢市上杉博物館）の管理運営
を財団に委託することになった。

この財団は平成元年、上杉家16代当主隆憲氏より、亜要文化財｢上杉家文書」重要文化財「紙本

金地著色洛中洛外図」 （ともに現在は国宝） ・県指定文化財「紙本著色厩図」重要美術品「太刀銘長船

光附打刀栫」の4件が米沢市に寄贈されたことを機として設立きれたものであり、地域文化の振興を

図るため、歴史・文化に関する調査研究及び美術品の公|淵展示などの地域社会のより磯かな文化生活

に寄与することを目的としている。
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役 員（平成15年3月現在） （敬称lll#)

名誉会長

願 問

理事長

副理事長

常務理事

理 事

上杉邦憲

高橋幸翁

栗林金郎

石塚忠夫

小関 薫

｣二杉敏子

上杉虎雄

遠藤英明

黒金義一

鈴木幹司

安部安左衛門

遠藤綺一郎

近 厚

須貝 力

新時香逸

山岸才一

情野晃一

川野裕章 青木厚一

相|;H吉助

上杉裕憲

大乗寺健

小野 榮

大久保利之

松|n俊春

安部行雄

大友久太郎

桜井三男

鈴木秀男

新田妙子

佐藤 茂

村岡孝助

上杉隆治

相田 實

加藤裕子

小111鳥彌左衛門

三宅光子

荒井信雄

#'l'田良夫

佐藤美保子

櫓i橋幹夫

藤l11奇直己

佐職忠次

安部紀子

筧 統子

荒井政二郎

亀岡 博

佐藤政一

山中

石栗

北目

庄司

絢子

正人

二郎

淳

評議員 井形

勝見

塩川

長尾

松野

鳥海

朝良

吾助

勝彦

和彦

良寅

茂太

岩間

黒田

嶋貫

中條

宮坂

弘一

信介

雄次

孝子

直樹

事監

事務局

事務局長

事務局員

佐藤照夫

伽屋由美子

安部理絵

緑清水生熊郁子

寒河江大輔

阿部哲人花III 美穂

千田祥子

3．米沢市上杉博物館（平成15年3月現在）

館 長 小関 薫

副館長（兼務） 村野隆男 米〃

館 員（兼務） 情野憲治 米沙

〃 〃 唐澤一義 米渉

〃 〃 後藤利明 米〃

〃 〃 山口弘子 米ソ

〃 〃 深瀬順子 米〃

〃 〃 佐藤弘子 米〃

〃 〃 手塚 孝 米ガ

ク 〃 菊地政信 米if

〃 〃 月山 ｜隆弘 米〃

〃 〃 我妻重義 米〃

〃 〃 遠縢桂子 米〃

米沢市教育委員会

米沢市教育委員会

米沢市教育委員会

米沢市教育委員会

米沢市教育委員会

米沢市教育委員会

米沢市教育委員会

米沢市教育委員会

米沢市教育委員会

米沢市教育委員会

米沢市教育委員会

米沢市教育委員会

文化課課長

文化課課長ﾈili"

文化課課長補佐

文化課総務主査

文化課芸術文化主査

文化課主査

文化課主査

文化課主任

文化課主任

文化課主任

文化課主任

文化課主任
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利用案内

米沢市上杉博物館

〒992-0052米沢市丸の内一丁'12番1号

0238-26-8001

0238-26-2660

http wwwdenkoku-no-mol･iyonezawayamagata.jp

welcome@denkoku-no-morl.yonezawa.yamagata.jp

山形蔵王IC"隔島飯坂ICからRl3で50分

JR米沢駅から2km上杉神社隣接

市内循環バス「上杉神社前」下車

4～11月毎月第4水曜日

11～3月毎週月曜日

年末年始

常設展 一般 400円(320円) ( )内は20名以上

尚校・大学生200円（140円） の団体料金

小中学生 100円(60円）

企画展は鵬蹴会毎に料金を設定

名称

所在地

電話

FAX

URL

E-mail

交通

休館日

入館料

地 |Xl

至白布

米沢市上杉博物館年報VoI， 14

平成16年3月12日印刷平成16年3月12日発行

編災：財|jl法人米沢上杉文化振興財団発行；米沢市上杉博物伽

〒992-0052山形県米沢市丸の内l－2－l

TELO238-26-8001･FAXO238-26-2660

印刷：株式会社ケムシー
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]rb''ezcMwc'cfq/'ue5'りiWhISelllll

〒992-0052山形県米沢市丸の内1－2-1 TELO238-26-8001


